
令和５年９月２７日（水）

男女共同参画推進委員会

第４次土浦市男女共同参画推進計画

令和４年度事業 取組結果一覧

人権推進課ダイバーシティ推進室

資料２



1

R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ①政策立案・方針決定における男女平等の実現

事業№ 事業名 審議会等への女性の参画促進

事業概要

各種審議会や委員会における女性委員の構成割合の目標各種審議会や委員会における女性委員
の構成割合の目標を30％以上とし、政策の立案・方針決定の場への女性の参画を推進します。
また、女性の参加のないすべての審議会・委員会に女性委員の登用を図り、女性登用ゼロの審
議会等の解消を目指します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・地方自治法２０２条の３に基づく女性委員の割合
３０．１７％
・委員会における女性委員割合
２９．０３％
・規則または要綱等に設置されている審議会などにおける女性委員の割合
３２．５４％

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
・地方自治法第２０２条の３に基づく女性委員の割合：３１．０７％
・委員会における女性委員割合：２５．８１％
・規則または要綱等に設置されている審議会などにおける女性委員の割合：３４．３９％

課題
今後の計画
（具体的に）

庁内推進会議、参画状況調査等において、女性委員の構成登用ゼロの審議会等の解消を図るよ
うに取り組んでいる。
引き続き関係課へ女性委員の登用を促すとともに、人材の育成や人材の発見・関係課への周知
により、審議会委員となる女性のさらなる増加を図りたい。

特記事項

委員会における女性委員割合が令和３年度実績と比較し大きく低下してしまっているが、実数
でいえば１名減。
（令和３年度においては全３１名中女性委員が９名であったのに対し、令和４年度では８名と
１名減であった。）
※母数が３１名と少ないため、１名の増減で大きく割合が変化する。

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ①政策立案・方針決定における男女平等の実現

事業№ 事業名 民間企業や各種団体等での女性登用の啓発

事業概要 企業や各種団体に対して、方針決定の場への女性の登用について積極的に働きかけます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

女性団体連絡協議会の活動を通じて啓発を行った。

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
土浦市女性団体連絡協議会の活動を通じて啓発を行った。
※土浦市女性団体連絡協議会の市及び関係団体への委員推薦数：２５

課題
今後の計画
（具体的に）

意思決定の場に女性が参画できるように、今後も継続して実施。
団体を通さず、市独自でも啓発ができるように図っていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ①政策立案・方針決定における男女平等の実現

事業№ 事業名 女性の管理職能力向上セミナー

事業概要
企業の中堅女性社員に対し、仕事に対する意欲を促すとともに、能力の向上に向けた研修を実
施し、女性管理職の育成を目指します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

女性のための創業セミナーの中で実施した。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
女性のための創業セミナーの中で実施した。
※女性のための創業セミナー：9/21、10/5実施　参加者１５名

課題
今後の計画
（具体的に）

創業セミナーの中で実施したが、女性活躍推進のためには、女性管理職の育成が重要となるこ
とから、企業と連携するなど、内容を工夫しながら実施する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ②誰もが参加できる地域・社会活動の推進

事業№ 事業名 女性団体との連携及び活動支援

事業概要
女性団体と緊密に連携するとともに、その活動に対して支援を行うことにより、市民協働で地
域における男女共同参画社会の実現に向けた活動を促進します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

土浦市女性団体連絡協議会
団体数１３団体
会員数約１，０００人
事業内容（関係事業を抜粋）
・「コロナ禍による生活と意識に関するアンケート調査報告書」の発行
・パープルリボン啓発活動

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

土浦市女性団体連絡協議会
団体数　１２団体（会員数　約１，０００人）
事業内容（関係事業を抜粋）
・「私たちのまち 土浦の防災」交流会（市、女性団体、まちづくり市民会議と、講師として減災と男女
共同参画センター共同代表　浅野幸子氏との４者で市民協働と男女共同参画の視点で防災に対する意見
交換会を実施）
・女性に対する暴力をなくす運動啓発活動（市と連携）
・男女共同参画×市民協働フェスティバル（市と共催）
・男女共同参画に関する高校生意識調査（市と連携）

課題
今後の計画

（具体的に）
市民との協働を推進し、男女共同参画社会の実現を目指した事業を実施する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ②誰もが参加できる地域・社会活動の推進

事業№ 事業名 若者交流支援セミナー

事業概要
若い男女が共同作業を通して互いの感性を高め、豊かな人間関係を築くための講座を開催しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

若者交流支援セミナー「竹明かり作り体験」
１１/７（日）参加者９名

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

若者交流支援セミナー「ヘルシーボール体験会」
１２/４（日）　参加者　３名
※協力：三中地区市民委員会スポーツ健康部
（スポーツ健康部の活動に参加）

課題
今後の計画
（具体的に）

昨年度に引き続き、今年度も男女のマッチング的な要素はなく、地域貢献活動につながること
を目的として講座内容を実施した。
昨年度の目標のとおり、参加者の年代は３人中２名が２０代、うち１名が大学生と、かなり若
い世代の参加者を集めることができた。
しかし、そもそもの参加者数が少なかったため、今後は、広報・周知の方法の工夫を行い、更
なる参加者の増加と、引き続き高校～大学生などの若年層の参加促進を狙っていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 市民活動課

担当者氏名 高橋　仁人

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ②誰もが参加できる地域・社会活動の推進

事業№ 事業名 地域コミュニティ活動の推進

事業概要
土浦市民憲章に則り組織された「土浦市まちづくり市民会議」及び各中学校区を単位とした8
つの「地区市民委員会」を中心に、市民自らの手によるまちづくり活動を推進します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

土浦市まちづくり市民会議及び地区市民委員会（8か所）
会員数約１，５００人
事業内容
地域住民の連携による地域課題の解決を図るための自主事業を実施する。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
事業数　48事業
参加人数： 4,850人

課題
今後の計画
（具体的に）

市民憲章に則って花いっぱい運動事業等を実施することにより、地域コミュニテイの活性化を
図る。また、地区市民委員会相互の連絡調整、意見交換及び共同事業の計画樹立を行い、住み
よいさわやかな土浦のまちづくりを推進していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 生活安全課

担当者氏名 小松　志帆

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ②誰もが参加できる地域・社会活動の推進

事業№ 事業名 防犯活動の推進

事業概要
「安心・安全なまちづくり」を目指すため、町内会ごとに自主防犯組織結成を推進し、「自ら
の街の安全は自ら守る」という防犯意識の高揚と防犯灯設置などにより、犯罪の起きにくい環
境整備を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

各町内会等へ防犯灯設置の補助を行った。
設置：７１基
交換・修繕：１９基

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
各町内会等へ防犯灯設置の補助を行った。
設置：68基
交換・修繕：7基

課題
今後の計画
（具体的に）

自主防犯組織未結成の３団体については今後も結成を促していく。
また、犯罪の起きにくい環境整備のための防犯灯設置については、今後も補助を継続してい
く。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 高齢福祉課

担当者氏名 遠藤　翔

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ②誰もが参加できる地域・社会活動の推進

事業№ 事業名 生きがい対応型デイサービス事業

事業概要
市内の60歳以上の人を対象に、地域住民やボランティア等の協力のもとで空き家や空き店舗等
を活用し、趣味活動や創作活動を通して、生きがいづくりや健康づくりの場を提供する「生き
がい対応型デイサービス」を運営する団体に運営費の補助を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

市内８か所で開設し、高齢者の健康・生きがいづくりに資する講座や、趣味活動等の機会を提
供した。

開設日数：平均１９０日/年
利用者数：延べ２６，６９２人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

市内８か所で開設し、高齢者の健康・生きがいづくりに資する講座や、趣味活動等の機会を提
供した。

開設日数：平均２８７日/年
利用者数：延べ４１，８１０人

課題
今後の計画
（具体的に）

休館が無かったためR3年度よりも利用者数は回復しているが、コロナ前の利用状況と比較する
と、利用者数は完全には戻りきっていない。引き続き広報・チラシ等の周知を行い、利用者確
保に最善を尽くす。

特記事項

事業の進行達成度



9

R3 未実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 スポーツ振興課

担当者氏名 伊藤　優佑

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ②誰もが参加できる地域・社会活動の推進

事業№ 事業名 茨城県スポーツ推進委員協議会研修委員会への女性の参画促進

事業概要
スポーツ推進委員協議会研修委員会への女性参画を促進し、県内の女性を含めたスポーツ推進
委員の情報交換や相互の交流により資質向上を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

県スポーツ推進委員協議会の女性委員会が、男女ともに参加する研修委員会へ発展的解消を遂
げて以来初の研修委員会の参加が予定されており、積極的に参加を促したが、コロナ禍のため
開催延期となった。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
県スポーツ推進委員協議会の女性委員会が、男女ともに参加する研修委員会へ発展的解消と
なった。以来初の研修委員会に参加し、研修会を開催した。また、研修会当日は、県内各地か
ら247名の参加があり、本市からは24名参加した。

課題
今後の計画
（具体的に）

引き続き、研修会等への積極的参加を促していく。また、研修委員会におけるスポーツ推進委
員の情報交換や相互交流を今後も促進していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 未実施 R4 未実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 農業委員会

担当者氏名 古和

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ②誰もが参加できる地域・社会活動の推進

事業№ 事業名 女性農業委員の交流事業

事業概要 女性農業委員の活動強化に向けた相互研鑽、交流会に参加します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルス感染症の影響で、研修等が中止となった。

5　その他

「その他」を選択した
理由

評価不可

令和４年度実績 女性農業委員が1名しかいなかったため、相互研鑽・交流ができなかった。

課題
今後の計画
（具体的に）

女性農業委員の増加及び、研修会や交流会への参加を積極的に促していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 小川　明莉

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈１〉男女の社会参画の推進

施策 ②誰もが参加できる地域・社会活動の推進

事業№ 事業名 ボランティアサークルへの活動支援

事業概要
土浦市ボランティアサークル連絡協議会に所属する19のボランティアサークルに対して、自主
活動を財政的に支援するために活動費の一部を助成します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

土浦市ボランティアサークル連絡協議会に所属する１９サークルに対して、助成金を交付し
た。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
令和３年度末で、１サークルが解散となる。
土浦市ボランティアサークル連絡協議会に所属する１８サークルに対して、４１，０００円の
助成金を交付した。

課題
今後の計画
（具体的に）

助成金の交付を通して、各サークルの自主活動の推進に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈２〉職場における女性の活躍の推進

施策 ①女性が活躍する職場づくりの支援

事業№ 事業名 一般事業主行動計画策定の啓発

事業概要
企業における女性活躍を推進するため、雇用環境の整備や多様な労働条件の整備に関する一般
事業主行動計画の策定を促進する啓発を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

土浦商工会議所へ啓発チラシの配布を行った。

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 男女共同参画センターや土浦商工会議所へ啓発チラシの配布を行った。

課題
今後の計画
（具体的に）

一般事業主行動計画策定に向けた啓発について、より効果的な手段を検討していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈２〉職場における女性の活躍の推進

施策 ①女性が活躍する職場づくりの支援

事業№ 事業名 各種ハラスメント防止の啓発

事業概要
企業等に対して、各種ハラスメントが起こらない安心して働ける職場環境づくりのための啓発
を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

商工会議所の会報にハラスメント防止に関する記事を掲載した。
・令和４年３月号

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
商工会議所の会報にハラスメント防止に関する記事を掲載した。
・令和５年３月号

課題
今後の計画
（具体的に）

女性の就業率を上げるためには、働きやすい職場環境の整備が必要であり、ハラスメント防止
の啓発は重要な課題である。今後もセミナーの開催の他、広報紙やホームページなどにより周
知・啓発を図っていく。
また、厚生労働省で定める「職場のハラスメント撲滅月間」（１２月）についても、啓発を行
いたい。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 農林水産課

担当者氏名 塚原　真人

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈２〉職場における女性の活躍の推進

施策 ①女性が活躍する職場づくりの支援

事業№ 事業名 家族経営協定の締結促進

事業概要
家族で取り組む農業経営について、経営の方針や経営における家族一人ひとりの役割、就業条
件などについて家族全員で話し合い、働き甲斐のある環境にするためのルールづくりをしてい
きます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

家族経営協定の締結
２組（７/２０締結）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
茨城県県南農林事務所・経営・普及部門と連携し、認定農業者相談会（年2回実施）におい
て、家族経営協定の締結促進を行った。
協定締結　30件

課題
今後の計画
（具体的に）

事業内容の周知を図るとともに、家族経営協定の締結を推進することで、働き甲斐のある環境
づくりに継続的に取り組んでいく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 農林水産課

担当者氏名 塚原　真人

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈２〉職場における女性の活躍の推進

施策 ①女性が活躍する職場づくりの支援

事業№ 事業名 女性農業者セミナー等への参加

事業概要
農家の経営環境の整備、女性農業者の連携、女性起業活動のための技術と経営管理等の能力向
上を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナ感染症の影響により、実施なし

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 関連事業への参加なし

課題
今後の計画
（具体的に）

いばらき農業委員会女性協議会関連事業への参加（総会・女性農業委員活動シンポジウム、女
性農業経営者育成講座など支援策等）

県やJAなど関係機関と連携して、当該事業の周知を図り、ビジネスとして農業に取り組む環境
づくりを進める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈２〉職場における女性の活躍の推進

施策 ②女性の就労支援、起業支援

事業№ 事業名 女性の起業支援セミナー

事業概要 起業の心得や支援情報などの起業に必要な知識を学び、女性の起業に向けた支援を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

起業を考えている方、興味がある方、起業仲間を作りたい方等参加対象者を広げてセミナーを
実施。商工会議所と連携して実施。
女性のための創業セミナー
・10/13（水）参加者：１０名
・11/10（水）参加者：１０名
起業家による講演会
・11/22（月）参加者：12名
※講演会については11/29～令和3年度末までYouTubeにて動画配信を行った。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択し
た理由

令和４年度実績

起業を考えている方、興味がある方、起業仲間を作りたい方等参加対象者を広げてセミナーを
実施。商工会議所と連携して実施。
女性のための創業セミナー
・9/21（水）　参加者：15名
・10/5（水）　参加者：15名
起業家による講演会
・10/18（火）　参加者：14名

課題
今後の計画

（具体的に）

令和元年度より商工会議所と連携してセミナーを開催している。今後も連携し、セミナーの充
実を図り、女性のキャリア支援を実施していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 未実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈２〉職場における女性の活躍の推進

施策 ②女性の就労支援、起業支援

事業№ 事業名 復職支援セミナー

事業概要
男女共同参画社会の実現に向け、妊娠、出産、子育てをしながら働く人を支援するため、企業
人事担当者、復職者、復職を目指している人を対象とした復職支援セミナーを開催します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

コロナ禍により開催できず。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

国の地域女性活躍交付金を活用し、セミナーを実施した。
①「女性のための復職・就労支援セミナー」
　7/16（土）11名、7/30（土）3名、8/20（土）7名、9/3（土）10名　　延31名
　今後復職・就労を考えている女性を対象に、知っておきたい就活についての知識や面接時な
どのビジネスマナーを修得できる講座を実施
②「女性のための復職・就労支援セミナー Part2『仕事につながるZOOM講習』」
　1/11（水）8名、1/18（水）8名、1/24（火）8名
　今後復職・就労を考えている女性を対象に、テレワークなどの普及によりWeb会議システム
の活用が必須となっているという現状から、知っておきたいZOOMのいろはをレクチャーする講
座を実施

課題
今後の計画
（具体的に）

出産後に復職を希望する人が働きやすい環境づくりを支援するため、企業対象や復職を目指す
人のためセミナー開催や情報提供を行い、雇用における男女共同参画の推進を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 商工観光課

担当者氏名 関口　洋平

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈２〉職場における女性の活躍の推進

施策 ②女性の就労支援、起業支援

事業№ 事業名 中心市街地新規出店者育成支援事業

事業概要
女性を含めた新規創業者の育成と中心市街地エリアの空き店舗への開業誘導を図るため、「土
浦市中心市街地開業支援事業」を活用した新規創業セミナーを開催します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

令和４年３月に外部講師によるオンライン起業セミナーを実施（参加者７名のうち男性３名・
女性４名）。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
令和５年３月に、全３回の日程で、Ｚｏｏｍによるオンライン創業セミナーを実施（参加者：
男性８名・女性１１名・計１９名）

課題
今後の計画
（具体的に）

講師派遣会社と調整のうえ、講義内容を更に充実させる事で、受講生の新規創業及び事業継続
を支援する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 指導課

担当者氏名 小泉　雄一

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ①保育・教育現場における意識づくり

事業№ 事業名 学校教育活動における人権教育

事業概要
各教科の指導、道徳、学級活動、その他学校教育活動全体の中で、常に人権を尊重する意識や
態度の醸成を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

人権を尊重する意識や態度の醸成を図るために、各教科の指導、道徳、特別活動、その他学校
教育活動全体の中で、人権教育の充実を図ってきた。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
人権を尊重する意識や態度の涵養を図るために、各教科の指導、道徳、特別活動、その他学校
教育活動全体の中で、人権教育の充実を図ってきた。

課題
今後の計画
（具体的に）

多様化している人権課題について、県が作成した資料などを効果的に活用して、人権教育の充
実を図る。
人権集会などを行い、児童生徒の自主的・自治的な活動を通して人権意識を高めていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども包括支援課

担当者氏名 前田　大輝

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ①保育・教育現場における意識づくり

事業№ 事業名 乳幼児ふれあい交流促進事業

事業概要
思春期である中学生を対象に、乳幼児とふれあい、生命の尊さや家庭の大切さを学び、親とし
ての役割を考える機会とし、将来親となる準備教育を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

実施日：令和3年8月2日
対象：中学生
※新型コロナウイルス感染拡大のため中止

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

実施回数：１回
実施日　：８月２３日(火)　
場所　　：土浦市保健センター
参加者　：土浦第二高等学校　生徒６名
実施内容：妊婦に関する講話・体験、赤ちゃんの発育・発達等に関する講話、新生児人形での
　　　　　抱っこ・オムツ交換やミルクの調乳体験・ブックスタート時に親子をふれあいを見
学

課題
今後の計画

（具体的に）

前年度からコロナウィルス感染症の流行のため、参加者や交流サロンに来る親子も少なく、ふ
れあいが困難な状況となっていた。令和4年度は、対象者を高校生とし、10か月児育児相談に
来所する親子とブックスタートの場を活用したふれあいに変更して実施した。高校を通して募
集をかける事で、校外活動扱いとなり、平日に実施可能となったため、今後は高校への周知を
広げ、参加できる人数を増やしていく。また、プレコンセプションケアを講話に含め、内容を
充実する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 指導課

担当者氏名 小島　学

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ①保育・教育現場における意識づくり

事業№ 事業名 個を生かすキャリア教育

事業概要
性別にとらわれず、児童生徒一人ひとりの能力や適性を重視したキャリア教育の推進に努めま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

性別にとらわれず、児童生徒一人一人の能力や適性を重視したキャリア教育の推進に努めた。
また、小中一貫教育の視点から計画的・継続的にキャリア教育を進めるため、市独自の「キャ
リアノート」を活用した。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

性別にとらわれず、児童生徒一人一人の能力や適性を重視したキャリア教育の推進に努めた。
また、小中一貫教育の視点から計画的・継続的にキャリア教育を進めるため、市独自の「キャ
リアノート」を活用した。また、8年生における職場体験活動についても各校の実情に応じ
て、実施した。

課題
今後の計画
（具体的に）

「キャリアノート」を活用して、９年間を見通した一貫した指導を行い、児童生徒一人一人の
能力や適性を重視したキャリア教育を推進していく。さらに、コロナ禍により、中断していた
職場体験学習についても、すべての学校において、男女にとらわれず体験先を選択し、円滑な
活動を推進する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 指導課

担当者氏名 小泉　雄一

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ①保育・教育現場における意識づくり

事業№ 事業名 指導者に対する男女平等や性教育研修

事業概要
県教育委員会、教育研修センター主催の人権教育（男女平等も含む）や性教育に関する研修会
への教職員の積極的な参加を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

県教育委員会、教育研修センター主催の人権教育（男女平等も含む）や性教育に関する研修会
への教職員の積極的な参加により、指導力の向上を図ってきた。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
県教育委員会，教育研修センター主催の人権教育（男女平等も含む）や性教育に関する研修会
への教職員の積極的な参加により，指導力の向上を図ってきた。

課題
今後の計画
（具体的に）

県教育委員会，教育研修センター主催の人権教育（男女平等も含む）や性教育に関する研修会
への教職員の積極的な参加を促し、指導者の人権意識を高めていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 指導課

担当者氏名 中村　貴洋

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ①保育・教育現場における意識づくり

事業№ 事業名 学校教育における性教育

事業概要
小・中・義務教育学校における体育科、保健体育科を中心とする各教科、道徳、特別活動に示
されている命の大切さや親になることの責任感を育むことなどを含む「性に関わる内容」につ
いての指導計画を作成し、教育課程に位置付けて実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

小中学校における体育科、保健体育科を中心とする各教科、道徳、特別活動に示されている命
の大切さや親になることの責任感を育むことなどを含む「性に関わる内容」について指導して
きた。
医師など専門的な方をゲストティーチャーに招き、性教育講演会などを行い性教育の充実を
図った。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

小中学校における体育課、保健体育課を中心とする各教科、道徳、特別活動に示されている命
の大切さや親になることの責任感を育むことなどを含む「性に関わる内容」について指導して
きた。中学校・義務教育学校後期課程においては、医師などの専門家による性に関する講演会
を全校で実施した。

課題
今後の計画
（具体的に）

LGBT等の問題を含む性に関する課題の低年齢化が進んでいるため、小学校における性に関する
講演会等の実施率の向上や指導内容の充実を図る必要がある。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 長瀬　健郎

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ②生涯学習分野における意識づくり

事業№ 事業名 市民の平和意識と人権思想の普及高揚

事業概要
人権と平和について市民一人ひとりが深く考える機会を提供することにより、人権・平和に関
する意識の高揚を図ることを目的として、広島の平和記念式典での体験報告と人権講演会を開
催します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルス感染拡大の影響により「人権と平和のつどい」は中止。代替として以下の
事業を実施した。
・原爆パネル展の開催（市民ギャラリー、四中地区公民館、新治地区公民館）
・オンラインでの人権講演会開催（１２月１日～１２日）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

「人権と平和のつどい」を令和４年１０月２９日（土）に開催。
・広島平和記念式典参加者による体験発表
・人権講演会（講師：有馬理恵。部落差別をはじめとした人権問題全般）
・原爆パネル展及び人権パネル展の開催

課題
今後の計画
（具体的に）

市民に対して人権の尊さや平和の大切さを伝える場として、さらに幅広い年代層に波及するよ
う工夫し、引き続き実施していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 生涯学習課

担当者氏名 萩谷　怜史

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ②生涯学習分野における意識づくり

事業№ 事業名 いきいき出前講座

事業概要
市職員が講師となり、行政の仕組みや事業の内容について説明・講義を行います。社会情勢の
変化や多様化する市民ニーズに柔軟に対応し、講座のメニューのさらなる充実を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

設定講座数：100講座
実施件数：145件
延べ参加人数：3，841人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
設定講座数：104講座
実施件数：267件
延べ参加人数：7,694人

課題
今後の計画
（具体的に）

講座数を増やしてメニューを充実させた。
新型コロナ感染症の影響が落ち着き、実施件数、参加人数ともに増加した。
引き続きメニューの充実を図り、活動を継続していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 生涯学習課

担当者氏名 萩谷　怜史

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ②生涯学習分野における意識づくり

事業№ 事業名 人材バンク事業

事業概要
市民が講師となり、これまで身につけ・学んだことを教えることを通して、市民の生涯学習活
動を支援します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

講師登録者数：42人
活動回数：36回
人材バンクの活用を図るため開催しているおためし講座は、新型コロナウイルス感染症の状況
を鑑み、実施しなかった。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
講師登録者数：41人
活動回数：60回
おためし講座：5講座、受講者31人

課題
今後の計画
（具体的に）

令和3年度は実施できなかったおためし講座を再開した。
講座によって応募人数が少なく、中止になる講座があった。
人を集める募集方法を含め、講師のレベルアップについて検討する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 未実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 生涯学習課

担当者氏名 萩谷　怜史

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈３〉教育・学習の場における男女共同参画の推進

施策 ②生涯学習分野における意識づくり

事業№ 事業名 家庭教育学級

事業概要
市内の小・中・義務教育学校の家庭教育学級開設を希望する保護者が、子どもの発達段階に応
じた家庭教育のあり方について1年間学習するものです。「家庭教育のつどい」を開催し、成
果発表を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

コロナ禍の影響で中止

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

・市立小学校15校と義務教育学校前期課程1校、計16の家庭教育学級を開設。
・年間で合計20の講座が実施されて、延べ739人の参加者。
・令和5年2月18日（土）に「家庭教育のつどい」を開催。ヤングケアラーについての講演を通
して、子どもの人権について考えを深めた。

課題
今後の計画
（具体的に）

・コロナ禍で活動が行えなかったため、各学級での活動のノウハウが引継ぐがれず、どの学級
も手探りでの運営となった。今後は学級ごとの引継ぎや、他学級の講座内容などについて共有
することで、各学級での学びの充実を図っていく。

特記事項

・家庭教育学級生を対象に実施したアンケートで70％以上の学級生が「在り方を見直す必要が
ある」と回答したことから、「茨城県家庭教育を支援するための条例」において幼少期（小学
校第２学年修了まで）を中心とする家庭教育の支援がとりわけ必要としている点を踏まえ、令
和4年度より中学校、義務教育学校後期課程での家庭教育学級を廃止した。

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 家庭の生活セミナー

事業概要
家庭における男女共同参画促進のため、家事等の家庭生活に関する講座を開催し、固定的性別
役割分担意識の解消を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

男性料理教室を実施。
12/４（土）参加者：８名
実施の様子を内閣府HP及び市HPに掲載
おとう飯レシピコンテストも実施。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
男性料理教室を実施
5/15（日）　参加者：7名（1名欠席）

課題
今後の計画
（具体的に）

家庭における固定的役割分担意識の解消と男性の家事参画を推進するため今後も継続して実施
していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 古谷　健一

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 家庭の生活セミナー

事業概要
家庭における男女共同参画促進のため、家事等の家庭生活に関する講座を開催し、固定的性別
役割分担意識の解消を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】実施なし
【三中地区公民館】コロナ禍により開催できなかった
【四中地区公民館】実施なし
【上大津公民館】新型コロナ感染症の影響により開催できなかった。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

【講座名】　カフェに学ぶ～くつろぎの時間～
【実施日】　令和４年６月７日、１４日
【内容】　　焼き菓子の作り方とおいしいコーヒーの淹れ方を学習
【実人数】　１６名
【延べ人数】３２名

課題
今後の計画
（具体的に）

受講者１６名のうち男性の受講者は２名であったので、実施日や時間を考慮しながら男性も参
加しやすい講座を実施していく。

特記事項

事業の進行達成度

二中地区公民館
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R3 実施 R4 未実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 三中地区公民館　佐藤和久

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 家庭の生活セミナー

事業概要
家庭における男女共同参画促進のため、家事等の家庭生活に関する講座を開催し、固定的性別
役割分担意識の解消を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】実施なし
【三中地区公民館】コロナ禍により開催できなかった
【四中地区公民館】実施なし
【上大津公民館】新型コロナ感染症の影響により開催できなかった。

5　その他

「その他」を選択した
理由

男女共同参画推進の視点を主眼にして公民館講座を計画していない。

令和４年度実績 なし

課題
今後の計画
（具体的に）

公民館講座は趣味・教養・娯楽など「余暇」や「楽しみ」を求めている方が多いので、
男女共同参画などの意識変化・意識づくりの講座は需要があまりなく、開講しにくい。

特記事項

事業の進行達成度

三中地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 藤代　則子

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 家庭の生活セミナー

事業概要
家庭における男女共同参画促進のため、家事等の家庭生活に関する講座を開催し、固定的性別
役割分担意識の解消を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】実施なし
【三中地区公民館】コロナ禍により開催できなかった
【四中地区公民館】実施なし
【上大津公民館】新型コロナ感染症の影響により開催できなかった。

3　計画達成に向けて努力が必要である。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
【講座名】子供も喜ぶイタリア料理【実施日】5/29，6/26【内容】自宅で簡単イタリア料理
【実人数】9人【延べ人数】18人

課題
今後の計画
（具体的に）

講座参加者の満足度をあげ、周りへの周知を促したい。
受講後のアンケート等で意見をひろっていきたい。

特記事項

事業の進行達成度

上大津公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 片岡　寛

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 家庭の生活セミナー

事業概要
家庭における男女共同参画促進のため、家事等の家庭生活に関する講座を開催し、固定的性別
役割分担意識の解消を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】実施なし
【三中地区公民館】コロナ禍により開催できなかった
【四中地区公民館】実施なし
【上大津公民館】新型コロナ感染症の影響により開催できなかった。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
家事等の家庭生活に関する講座は開催しているが、「固定的性別役割分担意識の解消」や「男
女共同参画の視点における効果」を狙って開催しているわけではないので、「実施なし」で回
答いたします。

課題
今後の計画
（具体的に）

令和４年度は、調理、お皿づくり及び手芸などの講座を開催した。生涯学習としての観点から
開催しており、特に男女の別を限定して申込受付をしているわけではないので、計画達成を目
的としているわけではないが計画を尊重しており、上記のような進行達成度の評価をした。

特記事項

事業の進行達成度

六中地区公民館
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R3 実施 R4 未実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 渡辺　功

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 家庭の生活セミナー

事業概要
家庭における男女共同参画促進のため、家事等の家庭生活に関する講座を開催し、固定的性別
役割分担意識の解消を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】実施なし
【三中地区公民館】コロナ禍により開催できなかった
【四中地区公民館】実施なし
【上大津公民館】新型コロナ感染症の影響により開催できなかった。

3　計画達成に向けて努力が必要である。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 実施なし

課題
今後の計画
（具体的に）

家庭生活に関する講座（料理教室、お掃除・お洗濯講座など）の開催について検討します

特記事項

事業の進行達成度

都和地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 海上　浩一

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 家庭の生活セミナー

事業概要
家庭における男女共同参画促進のため、家事等の家庭生活に関する講座を開催し、固定的性別
役割分担意識の解消を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】実施なし
【三中地区公民館】コロナ禍により開催できなかった
【四中地区公民館】実施なし
【上大津公民館】新型コロナ感染症の影響により開催できなかった。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
①イタリア料理講座（全８回）　
※固定的役割分担意識の解消を図ることができた。

課題
今後の計画
（具体的に）

更なる男性の参加を増やしたい。

特記事項

事業の進行達成度

新治地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 父と子のクッキング講座

事業概要
家庭生活における男性の家事参画を進めるとともに、親密で良好な親子関係を築くため、小中
学生の子どもと父親を対象としたクッキング講座を開催します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

父と子のクッキング講座を実施。
６/２０（土）参加者：６家族（１１名）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
父と子のクッキング講座を実施
6/20（日）　参加者：7家族（15名）
※講座の様子などを「マイシティつちうら」にて配信。

課題
今後の計画
（具体的に）

普段料理をする機会が少ない父や祖父と子が共同で料理を作ることで、家庭での男女共同参画
を推進する。今後も継続して事業を実施していく。
今後、新型コロナウイルス感染症に配慮しながら、定員の増加なども検討していきたい。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 生涯学習課

担当者氏名 萩谷　怜史

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 親力アップ講座

事業概要
家庭での教育力の再生を図るため、乳幼児期の子どもを持つ保護者、小学校（前期課程）入学
前・中学校（後期課程）入学前の子どもを持つ保護者に対し子育てについての講話を実施する
ものです。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・市立小・中・義務教育学校の中で開催可能と回答のあった学校にて実施。（R３年５回）
・乳幼児を持つ保護者を対象にオンラインにて講座を実施。（R３年４回、７１人）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

・乳幼児期の子どもを持つ保護者を対象に、対面での講座2回と、zoomを使ったオンライン講
座4回を開催。（参加者延べ34人）
・10～11月の就学時健診や1～2月の入学説明会において、市立小中学校22校と義務教育学校1
校の前後期課程で開催。（対面22校、資料配付2校、参加者延べ1,727人）
・保護者が子どもとの関わり方を考えるきっかけになった。

課題
今後の計画
（具体的に）

・乳幼児期親力アップ講座では、参加者数を増やすため、魅力ある講座テーマの設定と広報の
工夫に取り組む。
・学童期と思春期の親力アップ講座は、限られた時間の中で充実した学びを実現するために講
座内容を精選する。また、講師研修会を実施して、講座の質の向上を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 図書館

担当者氏名 廣瀬　和久

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ①家庭における男女共同参画の実現に向けた意識づくり

事業№ 事業名 ブックスタート事業

事業概要
絵本の入ったブックスタートパックの配布とともに、ボランティアによる読み聞かせを行い、
子どもと保護者に読み聞かせの大切さと、楽しい時間を一緒に分かち合うことの必要性を伝え
ます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

ブックスタート事業は、こども包括支援課の育児相談日に合わせ、連携した事業として実施し
ているが、10か月児育児相談は４月から９月まで中止となっていたため、ブックスタートパッ
クの配付も中止とした。
また、10か月児育児相談が未開催時期の配付対象者や未配付者については、1歳6か月児健診に
おいて、ブックスタートパックの配付を実施した。
ブックスタートボランティア養成講座の開催を予定していたが、新型コロナウイルスの影響に
より中止とした。

・10か月児配付者数：312人
・1歳6か月児配付者数：701人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

　令和４年度は、コロナ禍にあったが、ブックスタート事業を予定通り実施することができ
た。
　また、前年度中止したブックスタートボランティア養成講座をR4.12.16に開催。
　・10か月児配付者数　：485人
　・1歳6か月児配付者数：399人
　・ブックスタートボランティア養成講座 参加者：11名

課題
今後の計画

（具体的に）

　今後も、10か月児育児相談に合わせて、本の読み聞かせを行うとともに、絵本を含むブック
スタートパックを配付する。
　また、10か月児育児相談の欠席者については1歳6か月児健康診査時にブックスタートパック
を配付する。
　ブックスタートボランティア養成講座については、ボランティア能力の維持向上を図るた
め、定期的に実施していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 広報広聴課

担当者氏名 高橋　沙恵

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ②市による推進施策の充実・強化

事業№ 事業名 男女共同参画の視点に立った広報紙等の作成

事業概要
人権意識啓発のため、広報つちうら・ホームページなどに各種相談や各種の男女共同参画情報
等を掲載します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

各種無料相談開催の情報や講座などのお知らせを掲載
コラム年4回（6月中旬号、9月中旬号、12月中旬号、3月中旬号）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
各種無料相談開催の情報や講座などのお知らせを掲載
コラム年４回(６月上旬号、９月上旬号、12月上旬号、３月上旬号)

課題
今後の計画
（具体的に）

社会情勢に合わせた情報の充実、広報活動の拡大を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人事課

担当者氏名 岩本　裕志

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ②市による推進施策の充実・強化

事業№ 事業名 市職員の女性活躍推進に関する取組

事業概要
職員一人ひとりが性別にかかわらず意欲を持ち能力が発揮できる環境や職場づくりを進め、女
性活躍の指針である特定事業主行動計画を推進し、市内における一般事業主の率先垂範となる
取組に努めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

土浦市役所女性職員活躍推進プラン推進委員会の開催（2/16）
参加者人数１１名

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
土浦市役所女性職員活躍推進プラン推進委員会の開催（2/7）
※前回記載していた参加人数は委員の数なので報告する必要なしと判断。

課題
今後の計画
（具体的に）

引き続き特定事業主行動計画の進捗を確認し、取組を推進する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ②市による推進施策の充実・強化

事業№ 事業名 男女共同参画に関する情報提供

事業概要
男女共同参画情報紙、市民活動課ホームページ、男女共同参画センター内の資料室における図
書等の閲覧・貸出等により、市民に対し男女共同参画に関する情報提供を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・男女共同参画情報紙「ウィズユー」を年１回発行（全戸配布）
・ホームページによる事業紹介やおとう飯レシピの掲載を行っている。
・資料室には約３，０００冊の男女共同参画に資する図書を有している。令和３年度１８冊購
入。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

・男女共同参画情報紙「ウィズユー」を年１回発行（全戸配布）
・ホームページ上で事業紹介や啓発活動について掲載を行っている。
・資料室には約３，０００冊の男女共同参画に資する図書を有している。令和４年度２１冊購
入。

課題
今後の計画
（具体的に）

年１回情報紙を全世帯配布し男女共同参画に関する啓発を行っている。また、センターの活動
をホームページやフェイスブック等のSNSで情報発信し、市民の男女共同参画への理解を深め
る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ②市による推進施策の充実・強化

事業№ 事業名 男女共同参画センターの活用

事業概要
本市の男女共同参画推進の拠点となる男女共同参画センターの活動を市民へ広く周知し、学
習・交流の場として提供し、活性化を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

市役所HPのほか、男女共同参画情報紙「ウィズユー」にて情報提供を行っている。
また、男女共同参画センター看板をウララ１ビル２階エスカレーター脇排煙ガラス（片面）・
男女共同参画センター研修室脇廊下排煙ガラス（両面）に、研修室突き出しサインを研修室
1・2・3ドア枠に新たに設置した。

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
市役所HPのほか、男女共同参画情報紙「ウィズユー」にて情報提供を行っている。
令和4年度は、男女共同参画室前に看板を設置したほか、日中資料室入口を開放し、気軽に市
民が入室できるような環境を整備した。

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も同様の取り組みを継続していく。
また、今後資料室のさらなる利用活発化を目指し、啓発活動を進めていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ②市による推進施策の充実・強化

事業№ 事業名 男女共同参画に関する研修・講演・会議等への参加促進

事業概要
男女共同参画推進に関する国・県等の専門研究機関における研修や講演会への市民参加を促
し、男女共同参画意識のさらなる醸成を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

国・県が実施する研修や講演会等の案内を男女共同参画センターに掲示し広く周知している。
また女性団体連絡協議会と連携し参加を促進している。

〇日本女性会議オンライン会議
１０月２２日（金）
男女共同参画センター研修室
〇茨城県ダイバーシティ推進センターダイバーシティシンポジウム
１１月２３日（火）ザ・ヒロサワ・シティ会館大ホール

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

国・県が実施する研修や講演会等の案内を男女共同参画センターに掲示し広く周知している。
また女性団体連絡協議会と連携し参加を促進している。
〇「日本女性会議2022 in鳥取くらよし」
10/28（金）～10/30（日）　土浦市女性団体連絡協議会会員2名を派遣（旅費及び宿泊費の1/2
を補助）
〇「女性活躍・働き方応援シンポジウム」
2/9（木）　オンライン配信

課題
今後の計画
（具体的に）

広く市民へ周知し、セミナー等への積極的な参加を促していく。継続実施。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 未実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ②市による推進施策の充実・強化

事業№ 事業名 市職員対象の男女共同参画研修の実施

事業概要
市職員が男女共同参画の視点を持って各種事業に取り組み、課題解決や目標達成を図るため、
市職員を対象とした男女共同参画に関する研修を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

男女共同参画職員研修を実施。
第4次土浦市男女共同参画推進計画に位置付けられている施策事業の担当課から、主査級以上1
名を募集した。
・開催日：2/7（月）
・参加人数：22名
・講師：国立女性教育会館事業課事業係長
※講師のみZOOMによるオンラインでの参加

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 実施なし。

課題
今後の計画
（具体的に）

職員を対象とした研修は、令和３年度から実施を開始し、隔年で実施することとしているた
め、令和４年度は実施していない。
しかし、講師を招いての研修会以外で、今後職員に対する男女共同参画についての啓発や勉強
会などを検討していきたい。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 市民活動課

担当者氏名 高橋　仁人

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ②市による推進施策の充実・強化

事業№ 事業名 市民との協働促進事業

事業概要
地域における男女共同参画を推進するため、「協働のまちづくりシンポジウム」「男女共同参
画センターフェスティバル」を統合して一層の啓発を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルス感染症拡大のため中止。
講演会のYouTubeでのオンライン配信と、関係団体のパネル展示のみ行った。
・講演会オンライン配信2/1～2/28
・パネル展示1/15～1/23

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

令和５年１月２８日（土）　＠県南生涯学習センター　多目的ホール／ギャラリー・ホワイエ
テーマ：地域に密着した多世代・多様な共生のまちづくり
・パネル展：1/21～1/28
・オープニング：髙橋侑によるソプラノ独唱
・講演会　講師：菅原広豊　演題「次世代へのバトンわたし」
・パネルトーク　土浦市女性団体連絡協議会・土浦市まちづくり市民会議・一般社団法人青年
会議所
・来場者：１６９名

課題
今後の計画

（具体的に）

地域における男女共同参画を推進するため、「協働のまちづくりシンポジウム」「男女共同参
画センターフェスティバル」を統合して一層の啓発を図ります。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 市民活動課

担当者氏名 唐田　壮

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ③国際理解の推進

事業№ 事業名 中学生交換交流事業

事業概要
中学生の海外派遣などを通してホームステイや学校訪問などを行い、異文化を体験し国際理解
を深めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

コロナ禍により、派遣・受入ともに中止

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
コロナ禍により、派遣・受入ともに中止
中止となった代わりに両市の中学校間でオンラインによるビデオ交流等を行い、交流を継続し
た。

課題
今後の計画
（具体的に）

令和5年度は6月に中学生10名の受入を実施する。3月の派遣も実施予定。
対象生徒以外も国際交流体験が出来るよう、派遣・受入期間内外の活動を充実させていきた
い。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 市民活動課

担当者氏名 唐田　壮

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ③国際理解の推進

事業№ 事業名 国際理解教室「世界の友達と話そう」事業

事業概要
外国人留学生等を講師として小中学校や社会婦人学級・家庭教育学級に派遣し、講師からの自
国の文化紹介を通じて、市民の異文化への適応力や文化的感受性を高めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

市内小中学校・市民委員会おいて、計７回実施。11月２日～1月16日、延べ参加人数484人。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 市内小中学校・市民委員会おいて、計10回実施。9月7日～2月21日、延べ参加人数709人。

課題
今後の計画
（具体的に）

令和5年はコロナの規制等が緩和されるため、開催回数や参加人数をさらに増加させる。その
ための周知や誘致を積極的に行う。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 市民活動課

担当者氏名 唐田　壮

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ③国際理解の推進

事業№ 事業名 外国語講座

事業概要
市民が諸外国の言語を学習することにより、地域在住外国人とのコミュニケーションを深める
ためのきっかけづくりにするとともに、国際理解の促進に寄与するため、土浦市国際交流協会
と協力して語学講座を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

市民向けインドネシア語講座を開講。10月7日～12月9日まで10回実施、14名参加。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
スペイン語
実施回数：10回
受講者：17人

課題
今後の計画
（具体的に）

令和5年度も別言語で同様に実施予定。
受講者数の増加を図りたく、周知方法や時期を見直すほか、授業以外の内容を講座に組み込む
などアップデートしていきたい。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 市民活動課

担当者氏名 唐田　壮

基本目標 【１】男女の共同参画の実現に向かって

施策の方向 〈４〉共同参画意識の形成

施策 ③国際理解の推進

事業№ 事業名 異文化交流事業

事業概要
諸外国の文化理解及び地域における国際交流リーダーを養成するため、土浦市国際交流協会と
協力して中学生と外国人との食文化交流や海外ボランティア活動報告会などの交流事業を実施
します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

コロナ禍により一部中止の事業もあったが、海外ボランティア活動報告会・JICA訪問、高校生
と留学生のオンライン交流などは実施することができた。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

ＪＩＣＡ訪問　令和4年10月14日（金）13名参加
海外ボランティア活動報告会　令和5年1月21日（土）33名参加
中高生と留学生の食文化交流はコロナ禍のためオンライン交流に変更して実施
①土浦二高対象　　令和4年12月20日（火）23名参加
②常総学院中対象　令和5年3月3日（金）19名参加

課題
今後の計画
（具体的に）

各事業とも引き続き実施予定。令和5年度は食文化交流で実施予定。
参加者の増加を図りたく、事業内容の更新や周知方法・時期を早くして、実施していきたい。

特記事項

事業の進行達成度



43

R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 商工観光課

担当者氏名 髙栁

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈１〉ワーク・ライフ・バランスの実現と働き方の見直しの推進

施策 ①安心して働ける職場づくりの推進

事業№ 事業名 労働問題相談事業

事業概要
非正規労働者、派遣労働者の増加による就業形態の多様化に伴う職場問題、整理解雇・不当解
雇、賃金の不払い等の労働問題に関する相談会を開催します。中小企業勤労者の経済的地位の
向上と福祉向上対策として、融資相談会を開催します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

商工会議所等との共催により、融資相談会を開催した。また、チラシや市ホームページを用い
て各種問題や相談窓口の広報を実施した。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
商工会議所との共催により，融資相談会を毎年開催できた。また，チラシや市ホームページを
用いて各種問題や相談窓口の広報を実施できた。

課題
今後の計画
（具体的に）

商工会議所や商工会、日本政策金融公庫との共催により、融資制度勉強会・融資相談会を実施
する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 商工観光課

担当者氏名 髙栁

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈１〉ワーク・ライフ・バランスの実現と働き方の見直しの推進

施策 ①安心して働ける職場づくりの推進

事業№ 事業名 男女雇用機会均等法、育児・介護休業法等の広報・啓発

事業概要
雇用条件や職務内容の男女平等を実現し、真に働きやすい職場にするため、男女雇用機会均等
法、育児・介護休業法の制度が職場で十分活かされるよう、広報・啓発に努めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

各種制度の広報及び啓発を行った。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
期間中，企業への有給休暇の取得の義務化など様々な法制度の改正があり，それらをチラシや
市ホームページ，市広報紙を通じて広報・啓発を実施できた。

課題
今後の計画
（具体的に）

働きやすい職場にするための制度が職場で十分活かされることにより，雇用条件や職務内容の
男女平等が実現されるよう広報・啓発に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 つちうらライフサイクルバランス事業

事業概要
若い時から仕事と生活の調和を図り、安心して妊娠・出産・子育てをしつつ、息の長い現役生
活が送れるように、切れ目ない支援を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

男性の意識改革を推進する事業として、男性料理教室の中で実施した。
また「夫婦でスマイルクッキング」として講座の開催を計画したが、新型コロナウイルス感染
症拡大のため中止。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

男性の意識改革を推進する事業として、男性料理教室の中で実施した。
また、「未来を変える『はじめの一歩』～子育て世代の暮らし方見直しワークショップ」とし
て、茨城県ダイバーシティ推進センターが提供する出前講座を利用し、子育て世代夫婦を対象
に家事・育児の分担シートなどを利用し、また、他の夫婦と意見交換などを踏まえ、それぞれ
の家事分担や家庭生活内における役割の状況などを見直す講座を実施した。
3/4（土）　参加者：5夫婦（子どもを含めると12名）

課題
今後の計画

（具体的に）
ワークライフバランスを推進するため、今後も継続して実施していく。

特記事項
今年度は普段から子育て世代が利用する施設「子育て交流サロン『わらべ』」で講座の周知及
び開催をすることで、参加者の気兼ねない受講が可能となり、さらに講座参加者が望めると考
えた。

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 障害福祉課

担当者氏名 酒井　史人

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 放課後等デイサービス

事業概要
就学している障害児が授業終了後や休業日に児童発達支援センター等に通い、生活能力の向上
のために必要な訓練、社会との交流促進等の支援を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

障害者自立支援給付
介護給付
放課後等デイサービス
・延5、243人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

障害者自立支援給付
介護給付
放課後等デイサービス
・延6,369人

課題
今後の計画
（具体的に）

必要なサービスを受けることが出来るよう計画的な確保・提供に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 保育課

担当者氏名 大和田　実希

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 子育て交流サロン事業

事業概要
乳幼児とその保護者が気軽に集い、子育てに関する不安や悩みを相談したり、情報提供を行
い、子育て中の親の不安の解消を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

利用者数
わらべ2，238人
のぞみ2，835人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
利用者数
　わらべ　2，968人
　のぞみ　3，006人

課題
今後の計画
（具体的に）

今までサロンを利用したことのない親子にも利用してもらえるようにホームページを活用した
り
親の相談にのれるようなスタッフのスキルの向上につとめ、新規の利用者を確保する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 保育課

担当者氏名 大和田　実希

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 地域子育て支援センター事業

事業概要
核家族化の進行や少子化の影響による子ども同士の交流や地域の人とのふれあいの減少及び育
児不安の解消等に対応するため、地域全体で連携して子育てを支援することを目的に、保育所
を中心として事業を展開します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

利用者数
さくらんぼ2，468人
ありんこクラブ1，592人
白鳥保育園695人
ひまわり1，482人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

利用者数
　さくらんぼ　2，468人
　ありんこクラブ 1,867人
　白鳥　289人
　ひまわり　1，976人

課題
今後の計画
（具体的に）

センターごとに利用者の人数に差があるので、利用者数が少ないセンターについてHPの掲載や
センターの担当者との会議をもち情報交換の場を作っていき、利用者数の増加に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 保育課

担当者氏名 島田　康平

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 延長保育事業

事業概要
就労形態の多様化に伴い、保育所の終了時間を延長し、市民の仕事と子育ての両立を支援しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

公立保育所の会計年度任用保育士の配置
（11名）
民間保育所等への延長保育促進事業補助金
（１１施設）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
公立保育所の会計年度任用保育士の配置(１０名)

民間保育所等への延長保育促進事業補助金(１０施設)

課題
今後の計画
（具体的に）

利用者が利用しやすいように保育士の人員の確保に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 保育課

担当者氏名 秋谷　菜々美

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 一時預かり事業

事業概要
保護者が仕事の都合や病気、通院、看護、求職活動等のため保育を必要とする場合、一時的あ
るいは一定期間継続的に保育ができないときなどに、子どもを預かることにより、子育てを支
援します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

公立保育所の会計年度任用保育士の配置
（３施設５名）
民間保育所等への一時預かり事業補助金
（１１施設）
公立・民間延１４件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

公立保育所の会計年度任用保育士の配置　３施設４名

民間保育所等への一時預かり事業補助金　１０施設

公立・民間保育施設数　１４件

課題
今後の計画
（具体的に）

保育士の確保をして、利用者リフレッシュ等で利用できるように整られえていき，利用しやす
い
場の確保に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 保育課

担当者氏名 島田　康平

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 認可外保育施設に対する助成

事業概要
多様な保育サービスを提供している認可外保育施設に対し、一定の保育条件を満たしている場
合に助成を行い、保育内容の充実及び向上を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

マナ愛児園26，000円
中村白百合キッズクラブ164，000円

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 マナ愛児園　296，000円

課題
今後の計画
（具体的に）

認可外補助金の制度の周知をし、申請施設の増加に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 保育課

担当者氏名 髙橋　将之

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 放課後子ども教室推進事業

事業概要
放課後や週末等に小学校の施設等を活用して、子どもたちの安心・安全な活動拠点（居場所）
を設け、地域住民の参画を得て、体験学習やスポーツ、文化活動等を実施することにより、子
どもたちが地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・令和３年度は菅谷小を追加し市内小学校１６校中１５校を開設。（１５校のうち１校が新型
コロナウイルス感染症の影響で未実施）
・学年ごとに分散するなど新型コロナウイルス感染症防止対策を行って実施
・登録児童数：1,085人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

・令和４年度は３年度に実施ができなかった下高津小を加え、市内小学校１６校中１６校全校
で開催（初の全校開催）
・学年ごとに分散するなど新型コロナウイルス感染症防止対策を行って実施
・登録児童数：1,302人

課題
今後の計画
（具体的に）

・参加を希望する児童が全員参加できるよう、全校開催を継続していきたいが、学校や体育館
の改修工事や低学年の待機場所となる余裕教室を確保できない学校が毎年いくつかあり、難航
が予想される。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 保育課

担当者氏名 中島　岳

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 放課後児童クラブ事業

事業概要
保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校1～6年生の児童に、放課後、遊びや生活の場を
提供して児童の健全育成を図るとともに、女性の就労の増加や少子化が進行する中、仕事と子
育ての両立を支援します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【クラブ運営】
・開設16小学校区44クラブ（うち、委託8小学校25クラブ）
・登録児童数：1，620人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

【クラブ運営】　
・開設16小学校区45クラブ　（うち、委託9小学校27クラブ）
・登録児童数：1,481人（令和５年３月現在）

課題
今後の計画
（具体的に）

【クラブ運営】　
・開設16小学校区45クラブ
・開所時間の延長について検討

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 保育課

担当者氏名 田谷　克江

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

実施回数：49回（8地区合計）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 市内８公民館実施回数７６回（延べ人数９８２人）

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も現在と同様に市内８公民館において実施していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 内藤　正弘

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】
７回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため３回中止）
参加者：１５名（延べ参加者数：８４名）
【三中地区公民館】
グラウンドゴルフ、木工工作、筑波山登山、紙飛行機制作、クリスマスリース制作
【四中地区公民館】
１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため３回中止、７回実施）
参加者：１０名（延べ参加者数：５９）
【上大津公民館】
年間9参加事業実施のうちコロナにより2事業中止延べ参加人数110人協力者数15人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
年１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため１回中止、9回実施）
参加者：１５名（延べ参加者数：101名）

課題
今後の計画
（具体的に）

特記事項

事業の進行達成度

一中地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 古谷　健一

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】
７回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため３回中止）
参加者：１５名（延べ参加者数：８４名）
【三中地区公民館】
グラウンドゴルフ、木工工作、筑波山登山、紙飛行機制作、クリスマスリース制作
【四中地区公民館】
１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため３回中止、７回実施）
参加者：１０名（延べ参加者数：５９）
【上大津公民館】
年間9参加事業実施のうちコロナにより2事業中止延べ参加人数110人協力者数15人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

【チャレンジクラブ事業】
年間９回実施予定のうち、コロナウイルスの影響で１回中止。
参加実人数１８名（延べ参加者数１２１名）

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も継続して実施し、児童が楽しみながら学べるメニューを準備していく。

特記事項

事業の進行達成度

二中地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 三中地区公民館　佐藤和久

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】
７回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため３回中止）
参加者：１５名（延べ参加者数：８４名）
【三中地区公民館】
グラウンドゴルフ、木工工作、筑波山登山、紙飛行機制作、クリスマスリース制作
【四中地区公民館】
１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため３回中止、７回実施）
参加者：１０名（延べ参加者数：５９）
【上大津公民館】
年間9参加事業実施のうちコロナにより2事業中止延べ参加人数110人協力者数15人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
【三中地区公民館】
９回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染拡大のため、１回中止）
参加者１５名（延べ参加者数：118名）

課題
今後の計画
（具体的に）

コロナ禍前は定員枠が30名であったことから、来年度以降は定員を再検討する必要がある。

特記事項

事業の進行達成度

三中地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 登坂　繭

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】
７回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため３回中止）
参加者：１５名（延べ参加者数：８４名）
【三中地区公民館】
グラウンドゴルフ、木工工作、筑波山登山、紙飛行機制作、クリスマスリース制作
【四中地区公民館】
１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため３回中止、７回実施）
参加者：１０名（延べ参加者数：５９）
【上大津公民館】
年間9参加事業実施のうちコロナにより2事業中止延べ参加人数110人協力者数15人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 ９回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため１回中止）
参加者：１７名（延べ参加者数：１３２名）

課題
今後の計画
（具体的に）

令和５年度も引き続き年１０回、定員１５名程度で実施予定。
（ただし、令和４年度については１０回開催予定のところを新型コロナウイルス感染症の流行
により１回中止となってしまったため、開催方法などを検討する必要がある）

特記事項

事業の進行達成度

四中地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 藤代　則子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】
７回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため３回中止）
参加者：１５名（延べ参加者数：８４名）
【三中地区公民館】
グラウンドゴルフ、木工工作、筑波山登山、紙飛行機制作、クリスマスリース制作
【四中地区公民館】
１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため３回中止、７回実施）
参加者：１０名（延べ参加者数：５９）
【上大津公民館】
年間9参加事業実施のうちコロナにより2事業中止延べ参加人数110人協力者数15人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 年間９参加事業実施のうちコロナにより1事業中止延べ参加人数121人協力者数17人

課題
今後の計画
（具体的に）

小学生を対象とする土日開催は、人が集まるかが難しいが、市民委員会各専門部の協力をいた
だきながら、事業計画のひとつにして、小学生高学年位を呼び掛けて、体験型の魅力あるイベ
ントを計画・運営する。

特記事項

事業の進行達成度

上大津公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 片岡　寛

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】
７回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため３回中止）
参加者：１５名（延べ参加者数：８４名）
【三中地区公民館】
グラウンドゴルフ、木工工作、筑波山登山、紙飛行機制作、クリスマスリース制作
【四中地区公民館】
１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため３回中止、７回実施）
参加者：１０名（延べ参加者数：５９）
【上大津公民館】
年間9参加事業実施のうちコロナにより2事業中止延べ参加人数110人協力者数15人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

年１０回計画のうち９回実施した(参加者１５名、延べ１２７名）。
（①R4.5.21工作体験、野菜苗植え、②R4.6.26座禅体験、③R4.7.23カヌー体験、④R4.8.28森
林体験、⑤R4.10.1バルーンアート、さつまいも収穫、⑥R4.10.30中止（文化祭）、⑦
R4.11.19サイクルーズ体験、⑧R4.12.3ティーボール野球体験、⑨R5.1.14ソーセージ作り体
験、⑩R5.2.4ランチづくり

課題
今後の計画
（具体的に）

新型コロナウイルス感染症感染拡大により、活動を中止にしたり、人数を限定して実施してき
たが、今般新型コロナウイルスの分類が２類から５類に変更になったことに伴い、予算や活動
の規模等を見直しする必要がある。

特記事項

事業の進行達成度

六中地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 渡辺　功

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】
７回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため３回中止）
参加者：１５名（延べ参加者数：８４名）
【三中地区公民館】
グラウンドゴルフ、木工工作、筑波山登山、紙飛行機制作、クリスマスリース制作
【四中地区公民館】
１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため３回中止、７回実施）
参加者：１０名（延べ参加者数：５９）
【上大津公民館】
年間9参加事業実施のうちコロナにより2事業中止延べ参加人数110人協力者数15人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
参加者：１６名（延べ参加者数：１３５名）
実施回数：９回実施（９回計画）　

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も様々な体験やグループ活動ができるよう、事業を計画していきます

特記事項

事業の進行達成度

都和地区公民館
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属
各地区公民館・各地区コミュ

ニティセンター

担当者氏名 海上　浩一

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 チャレンジクラブ事業

事業概要
学校週5日制を踏まえて、子どもたちの社会性の発達と郷土に対する理解と愛着を深めること
を目的に、各中学校地区において、小中学生を対象とした、様々なグループ活動を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

【一中地区公民館】
７回実施（年１０回計画のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため３回中止）
参加者：１５名（延べ参加者数：８４名）
【三中地区公民館】
グラウンドゴルフ、木工工作、筑波山登山、紙飛行機制作、クリスマスリース制作
【四中地区公民館】
１０回計画
（新型コロナウイルス感染症感染拡大のため３回中止、７回実施）
参加者：１０名（延べ参加者数：５９）
【上大津公民館】
年間9参加事業実施のうちコロナにより2事業中止延べ参加人数110人協力者数15人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 ◎９回実施（年１０回のうち、新型コロナウイルス感染症拡大のため１回中止）
　参加者数１６名　延べ人数１２７名

課題
今後の計画
（具体的に）

特記事項

事業の進行達成度

新治地区公民館



55

R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 松尾恵子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 ファミリーサポートセンター事業

事業概要
多様化している子育てのニーズに対応するため、住民同士の助け合いにより、安心して子育て
する環境づくりを行い、保護者の子育てを支援します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

利用会員２２名
協力会員９３名
助成件数４件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
利用会員２５名
協力会員１０２名
助成件数１件

課題
今後の計画
（具体的に）

多様化している子育てのニーズに、柔軟に対応していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 井上　京子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ①仕事と子育てとの両立支援の推進

事業№ 事業名 子ども食堂に対する支援

事業概要
地域の子どもに手作りの食事を提供し、家庭的な雰囲気のもとで安心して過ごせる居場所でも
ある子ども食堂について、地域住民や団体が主体となり、各地域で開催できるよう支援しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルス感染防止対策を講じて、お弁当の配布または会食によって開催した。
＊市内に子ども食堂は８カ所あるが、そのうちR３年度１か所は休止。１か所は新規で立ち上
がった。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
市内７カ所のこども食堂のうち、６カ所に対して補助金を交付した。
金額　256,320円
各こども食堂は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じ、お弁当の配布を実施した。

課題
今後の計画
（具体的に）

新規で開催を希望する団体への支援も実施し、こども食堂事業の充実を図る。

特記事項

事業の進行達成度



57

R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 障害福祉課

担当者氏名 酒井　史人

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ②働きながら高齢者、障害者を介護する家族に対する支援

事業№ 事業名 障害者居宅介護等事業

事業概要
在宅の障害者（児）の家庭にホームヘルパーを派遣して、介護や家事援助等を行い、円滑な日
常生活を支援します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

障害者自立支援給付
介護給付
居宅介護
・身体障害者延492人
・知的障害者延205人
・障害児延16人
・精神障害者延413人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択し
た理由

令和４年度実績

障害者自立支援給付
介護給付
居宅介護
・身体障害者延455人
・知的障害者延223人
・障害児延22人
・精神障害者延443人

課題
今後の計画

（具体的に）
必要なサービスを受けることが出来るよう計画的な確保・提供に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 障害福祉課

担当者氏名 酒井　史人

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ②働きながら高齢者、障害者を介護する家族に対する支援

事業№ 事業名 障害者一時介護事業

事業概要
在宅の障害者（児）の介護者が外出等で介護が困難になった場合に、障害者(児)を施設で預か
り、個別に介護します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

延利用人数33人
（延利用時間103時間）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
延利用人数58人
（延利用時間196時間）

課題
今後の計画
（具体的に）

ニーズを把握しながら、必要なサービスの確保を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 障害福祉課

担当者氏名 酒井　史人

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ②働きながら高齢者、障害者を介護する家族に対する支援

事業№ 事業名 日中一時支援事業

事業概要
在宅の障害者（児）の介護者等の都合により、一時的に施設介護が必要となる場合に、障害者
（児）を一時的に預かり、集団介護を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

延利用回数9，079件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 延利用回数10,406 件

課題
今後の計画
（具体的に）

ニーズを把握しながら、必要なサービスの確保を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 障害福祉課

担当者氏名 酒井　史人

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ②働きながら高齢者、障害者を介護する家族に対する支援

事業№ 事業名 障害者短期入所事業

事業概要
在宅の障害者（児）の介護者が、疾病・出産・介護疲れ等の理由により介護困難となった場合
に、障害者（児）を預かり介護して、介護者の社会参加の促進や円滑な日常生活を支援しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

障害者自立支援給付
介護給付
短期入所
・身体障害者延96人
・知的障害者延124人
・障害児延15人
・精神障害者延9人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

障害者自立支援給付
介護給付
短期入所
・身体障害者延64人
・知的障害者延148人
・障害児延17人
・精神障害者延3人

課題
今後の計画

（具体的に）
必要なサービスを受けることが出来るよう計画的な確保・提供に努める。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 高齢福祉課

担当者氏名 鈴木　徹

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ②働きながら高齢者、障害者を介護する家族に対する支援

事業№ 事業名 地域包括ケアシステム事業

事業概要

地域の自主的な介護予防等に資する活動等に対しての支援を行います。主な取組として「包括
的支援事業」、「権利擁護・認知症施策」、「在宅介護・医療の連携強化」、「介護支援ボラ
ンティアの育成」及び「生活支援体制の整備」などがあり、これらを充実させ、地域で安心し
て生活できるような環境を整備し、高齢者だけでなく、高齢者を支える家族の負担軽減を図り
ます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

○在宅医療・介護の連携
◆多職種研修会4回
参加者数：163人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
○在宅医療・介護の連携
◆多職種研修会4回
参加者数：138人

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も、参加者アンケートの結果などを参考にしながら、より多くの方にご参加いただける研
修内容を、検討していきます。
また、令和4年度は、実施時間の短縮や感染症対策への配慮から、講演を中心に実施しました
が、今後は新型コロナ感染症の流行状況に配慮しながら、グループワークも積極的に導入する
ことで、多職種間での交流の、更なる促進を図っていきます。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 未実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 高齢福祉課

担当者氏名 河合　敦子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ②働きながら高齢者、障害者を介護する家族に対する支援

事業№ 事業名 家族介護者交流事業

事業概要
家族を日々介護する人の多くが介護に悩み、精神的・肉体的疲労等により厳しい状況に置かれ
ていることを考慮し、このような人を一時的に介護から解放し、観光や施設見学などの行楽の
機会を通じて、介護者相互の交流、心身の回復を図ることにより、家族の介護を支援します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

コロナウイルス感染症の拡大状況から、令和3年度は開催を見合わせることとした。

3　計画達成に向けて努力が必要である。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 コロナウイルス感染症の拡大状況から、令和4年度は開催を見合わせることとした。

課題
今後の計画
（具体的に）

今後の事業自体の実施の方向性

特記事項

事業の進行達成度
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R3 未実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 小川　明莉

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ②働きながら高齢者、障害者を介護する家族に対する支援

事業№ 事業名 地域介護教室事業

事業概要
次世代を担う中学生以上の市民を対象に、高齢者や認知症への理解を深めるとともに、地域や
家庭内での介護力の向上を目指し、介護教室を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

通常どおり実施。
日時：令和５年３月１８日（土）午前１０時から午前１１時３５分
場所：特別養護老人ホームこほく　地域交流スペース
内容：「介護って何だろう？」
　　～介護は身近なもの。車いすに乗ってみませんか。体験して理解する介護の大切さ～
　　　（講義・低床ベッド・オムツ・パッドの見学、車イス・杖、車イス仕様車の体験）

課題
今後の計画

（具体的に）

介護をより身近なものとして理解を深めてもらえるよう、土浦市民間社会福祉施設協議会と連
携しながら継続して実施していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 広報広聴課

担当者氏名 高橋　沙恵

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 市民相談業務

事業概要
市政に対する要望、苦情の処理及び法律的な相談の助言・指導を行います。他の専門機関と連
携を図り、早期の問題解決につなげます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・市民相談（月曜日～金曜日）
・法律相談（毎週火曜日）
・司法書士相談、行政書士相談、総合労働相談、土地家屋調査士相談、行政相談（月1回）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

・市民相談(月曜日～金曜日)　1121件
・法律相談(毎週火曜日) 326件
・司法書士相談60件、行政書士相談47件、総合労働相談11件、土地家屋調査士相談31件、行政
相談101件　(月１回)

課題
今後の計画
（具体的に）

市民からの需要が高まっており、継続して相談業務の充実を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 市民活動課

担当者氏名 唐田　壮

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 外国人のための日本語教室

事業概要
日本語や日本の生活習慣になじみの薄い市内在住の外国人に対し、ボランティアによる日本語
と日常生活習慣などを習得する学習の場と、仲間づくりの場を提供します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

コロナ禍により休講

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
令和4年度は4月から3月末まで実施。
水曜クラス　13:30～15:30
木曜クラス　19:00～21:00

課題
今後の計画
（具体的に）

令和5年度も継続して実施中。
講師の減少が課題、日本語講師養成講座の実施するほか、
日本人向けにも日本語教室の存在を積極的に周知していきたい。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 市民活動課

担当者氏名 唐田　壮

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 外国人への情報提供

事業概要
外国人市民へ各種情報の提供、国際交流事業への参加を促しながら、地域住民と外国人との良
好な関係づくりを図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

市ホームページ掲載のコロナウイルスに関する情報等を英・中・ポルトガル語に翻訳して掲
載。庁内の各種案内や文書等も上の３言語に加え、タガログ語・ベトナム語にも翻訳。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

市ホームページへ英語・中国語・ポルトガル語の通訳利用可能日を掲載したほか、
各課からの依頼により各種案内や通知文等を前述の3言語へ翻訳した。
平成26年度作成の「外国人向け生活ガイドブック」の内容を更新し、新たにベトナム語版を作
成した。

課題
今後の計画
（具体的に）

通訳・翻訳は引き続き3言語で実施予定。
各種交流事業等の通知を、外国人が多くいるであろう企業や専門学校へ送付し、
外国人の参加者増加を図りたい。
「外国人生活ガイドブック」は、QRコードから閲覧可能にしている。外国人が多く来る窓口等
で、積極的に周知していきたい。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉課

担当者氏名 谷中久仁明

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 生活困窮者自立支援事業

事業概要
　失業や非正規雇用、低収入などの生活困窮者に対して、自立相談支援や住宅確保給付金の支
給、子どもを対象としたつちまる学習塾などを実施し、包括的・個別的な支援を行い、生活保
護に至る前の段階の自立支援策の強化を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

自立相談支援受付数延べ10，640件
住居確保給付金利用世帯113世帯
就労準備支援事業利用人数１人
つちまる学習塾利用人数延べ３４４人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

自立相談支援受付数延べ　　 619件
住居確保給付金利用世帯　　　47世帯
就労準備支援事業利用人数　　30人
つちまる学習塾利用人数延べ　996人

課題
今後の計画
（具体的に）

これまでと同様に事業を推進していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉課

担当者氏名 谷中久仁明

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 ふれあいネットワーク事業

事業概要

　職員を地域ケアコーディネーターとしてコミュニティセンターに配置し、地域の地区長、民
生委員、ボランティア等と連携し、要援護者等への支援を図ります。さらに、保健・医療・福
祉等の関係者を加えた「ふれあい調整会議」等により、適切で迅速なサービスの提供を実現し
ます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルス感染状況によって会議の開催中止があった。スクラムネットについてはオ
ンライン開催、ふれあい調整会議については書面開催で実施した。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
各会議での延べ件数
スクラムネット　　　　 96件
ふれあい調整会議　　 　48件

課題
今後の計画
（具体的に）

これまでと同様に事業を推進していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 渡辺　貴子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 ふれあいネットワーク事業

事業概要

　職員を地域ケアコーディネーターとしてコミュニティセンターに配置し、地域の地区長、民
生委員、ボランティア等と連携し、要援護者等への支援を図ります。さらに、保健・医療・福
祉等の関係者を加えた「ふれあい調整会議」等により、適切で迅速なサービスの提供を実現し
ます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

※回答なし

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

ふれあい調整会議委員に対し、現状の運営に対する課題を調査し、今後の円滑な運営に向けた
方向性を明確することができ、運営方法の改善を図った。
各地区において、スクラムネットを各１２回、ふれあい調整会議を各６回、ケアサポート会議
を９回実施し、要援護者等へ迅速な支援や対応策を検討した。

課題
今後の計画
（具体的に）

今後の地域の方々と連携を図りながら、要援護者等に対し、寄り添いながら支援を体制を継続
していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 国保年金課

担当者氏名 大山　靖子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 医療福祉制度による医療費助成事業

事業概要
　妊産婦・小児・母子家庭の母子・父子家庭の父子及び重度心身障害者等の健康の保持促進を
図るため、その医療費の一部を助成し、生活の安定と福祉の向上に努めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

妊産婦・小児・ひとり親家庭及び重度心身障害者等の健康の保持促進を図るため、その医療費
の一部助成により、生活の安定と福祉の向上に寄与した。
受給者数24，732人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

妊産婦・小児・ひとり親家庭及び重度心身障害者等の健康の保持促進を図るため、その医療費の一部
助成により、生活の安定と福祉の向上に寄与した。
受給者数　24,178人
また、来庁が困難な方のため、すべての手続を郵送で行えるようにし、一部申請（再交付、受給者証
の変更、支給申請等）に電子申請を導入し、利便性を向上させた。（郵送申請　34件、電子申請　239
件）　

課題
今後の計画
（具体的に）

対象者の利便性を向上させるため、更なる電子申請の導入を検討する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども政策課

担当者氏名 皆藤　明子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 遺児手当支給事業

事業概要
父母またはその一方が死亡した義務教育修了前の児童を養育している人に対して手当を支給
し、遺児の健全な育成を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

９月・３月の年２回手当を支給している。
支給世帯数：６３世帯

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
９月・３月の年２回手当を支給している。
支給世帯数：７２世帯

課題
今後の計画
（具体的に）

これまでと同様に事業を推進していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども政策課

担当者氏名 皆藤　明子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 ひとり親家庭に対する各種制度の情報提供と自立支援

事業概要
社会的、経済的、精神的に不安定な状態に置かれがちなひとり親家庭への各種の情報提供や手
当の支給など、施策の充実を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

児童扶養手当
認定件数：１，３４９件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
児童扶養手当
認定件数：１，３２７件
支給月：５・７・９・１１・１・３月（年６回）

課題
今後の計画
（具体的に）

これまでと同様に事業を推進していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども政策課

担当者氏名 皆藤　明子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 ひとり親家庭高等技能訓練促進費等助成事業

事業概要
ひとり親家庭の父または母が就職に有利で生活の安定に役立つ資格を取得するため、養成機関
などで1年以上修学する場合に給付金を支給します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

受給者数
看護師：２人
准看護師：３名
保育士：２人
介護福祉士：１名
はり師・きゅう師：１名
計：９人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

受給者数
看護師：２人、准看護師：５名
保育士：２人、はり師・きゅう師：１名
美容師：１人、ＩＴパスポート：１名
計：１２人

課題
今後の計画
（具体的に）

これまでと同様に事業を推進していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども包括支援課

担当者氏名 藤原　千恵子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 子育て世代包括支援センター事業

事業概要
妊娠届出時面談及び出産後電話相談において、妊産婦及び乳幼児の健康状態、生活・養育環境
を把握し、妊娠・出産・育児に関する相談・助言・情報提供を行います。必要に応じて支援プ
ランを策定します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

妊娠届出者数８７０件
要支援プラン作成１２７件
妊娠34週電話相談６３７件
1歳児すくすく電話相談５６２件
出張相談６９件
電話相談１１０件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

妊娠届出者数８８６件
要支援プラン作成（妊婦２２７件、乳幼児等５２件）
妊娠34週電話相談５９４件
1歳児すくすく電話相談６６３件
出張相談（助産師６３回、子育て支援コンシェルジュ２０４回）
直通電話相談１７４件、相談面接８２７件

課題
今後の計画
（具体的に）

母子保健事業を活用して、要支援者の把握と支援体制の整備が進み、支援プラン作成件数も増
加している。
令和５年からは、こども家庭センターとして、「子育て世代包括支援センター」と「子ども家
庭総合支援拠点」を統合し、さらに包括的な支援を実施するとともに、令和５年３月から開始
した土浦市出産・子育て応援事業の伴走型相談支援事業と連携し、妊娠期から子育て期まで切
れ目のない継続的な支援を実施する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども包括支援課

担当者氏名 直井　洋明

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 早期療育支援事業

事業概要 発達に配慮が必要な幼児・児童に対し、専門相談員による相談や療育指導を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・電話による発達相談１，１１２件
・来所による発達相談１，２９５件
・各種健康診査時の相談２７０件
・保育所への巡回指導、幼稚園・認定こども園・学校訪問８５６件
・各種療育機関・医療機関との連絡調整２，００５件

・サービス等利用計画作成３８４件
・モニタリング１４４件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

・電話による発達相談　１，０８２件
・来所による発達相談　１，１１５件
・各種健康診査時の相談　２８６件
・保育所への巡回指導、幼稚園・認定こども園・学校訪問　６８８件
・各種療育機関・医療機関との連絡調整　１，６６９件

・サービス等利用計画作成　４３３件
・モニタリング　９５件

課題
今後の計画
（具体的に）

　一般相談として、児童の発達に係る相談に、心理職員や早期療育相談員が個別に相談に応じ
ています。
　また、児童発達支援などの福祉サービスを利用する場合に、相談支援専門員がサービス等利
用計画の作成を行っています。また、サービス利用後の状況について、モニタリングを実施
し、サービスを円滑に利用できるよう支援しています。
　発達に係る多くの相談に応じ、福祉サービスを利用する児童は年々増加しています。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 生田目　路代

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 心配ごと相談事業

事業概要
くらし、住まい、家族関係など身近な悩みから、財産・法律・福祉・教育等に関する問題まで
市民の困りごと相談に応じ、住民の福祉増進を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルスの感染状況によっては事務局での対応をする日も引き続きあった。来所で
の相談だけでなく、電話での相談もあり柔軟な対応で実施した。
相談件数（重複相談含）44件
うち事務局対応6件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
開設日数２４日　相談員出席数延べ３９人　相談者数　３４人
相談件数（重複相談含）６９件

課題
今後の計画
（具体的に）

広く市民の困りごとの相談に応じるため、記録しやすい相談記録票を整備して、相談員の資質
向上を図りながら、相談を行う。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 松尾恵子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 友愛サービス事業

事業概要
「誰もが安心して暮らせるまちづくり」をめざして、会員制による家事援助等のサービスを提
供するものです。一般市民が「協力会員」となり、虚弱な高齢者や障害者が「利用会員」とな
り、サービスを受けることができる事業です。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

利用会員２５名
協力会員２９名

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
利用会員２８名
協力会員２５名

課題
今後の計画
（具体的に）

関係機関との連絡を図り、適切なサービスの提供に努める

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 藤野将美

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 交通遺児奨学資金制度

事業概要
父親または母親が交通事故により死亡した遺児に対し、小・中学校卒業時に就学奨励金を、高
校進学者には奨学資金を交付します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・奨学資金
＠14，000円×12月×3名

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
①就学奨励金　＠20,000×1名
②奨学資金　＠14,000×12月×2名

課題
今後の計画
（具体的に）

交通遺児の進学・在学を支援するために、継続して事業を実施していきます。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 未実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 井上　京子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 ひとり親家庭親子ふれあいの集い

事業概要
親と子の絆を深めるとともに、ひとり親世帯相互の交流と親睦を図り、母子父子福祉の増進を
図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナ感染症拡大防止のため中止。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
日時：令和５年３月１１日（土）
場所：こもれび森のイバライド（稲敷市）
参加者：２６名

課題
今後の計画
（具体的に）

ひとり親家庭相互の親睦を図り、親子のふれあいを深めるため、継続して事業を実施する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 社会福祉協議会

担当者氏名 井上 京子

基本目標 【２】多様な働き方と持続可能な生活の実現に向かって

施策の方向 〈２〉特に配慮・支援を要する男女を支える仕組みづくり

施策 ③生活上の困難を有する男女に対する支援

事業№ 事業名 ひとり親家庭新入学お祝いの集い

事業概要
土浦市母子寡婦福祉連絡協議会との共催で、ひとり親家庭の小学校新入学児童の新しい門出を
祝福し、茨城県母子寡婦福祉連合会と土浦市社会福祉協議会から祝い品を贈呈します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイス感染拡大の影響より、集いではなく祝い品を期間内に配布した。
３月１４日～３月２５日受取期間
申込児童１０名
祝い品傘（黄色）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

記念品を贈呈し、アトラクションを実施。

日時：令和５年３月４日（土）
参加者：新入学児童の親子：１４名
祝い品：傘

課題
今後の計画
（具体的に）

広報の仕方を工夫し、より多くの対象児童がお祝いの集いに参加できるようにしていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈１〉配偶者等からの暴力の防止と被害者に対する支援

施策 ①暴力の予防と啓発

事業№ 事業名 ＤＶ防止の啓発

事業概要
広報紙やホームページなどにＤＶに関する記事を掲載し、「女性に対する暴力をなくす運動」
期間にはパープルリボンツリーの設置やパネル展示等を行い、ＤＶに対する認識を深め、ＤＶ
防止に向けた啓発に努めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

内閣府が毎年11/12～11/25に実施する「女性に対する暴力をなくす運動」に賛同し、男女共同
参画センターでのパネル展やリーフレットの掲示、ウララ大屋根広場などでのパープルライト
アップ、さらに土浦市女性団体連絡協議会と連携し、啓発用ティッシュの作成と、市役所や各
地区公民館などでのダブルリボンツリーの装飾・設置を行った。
【ダブルリボンツリーの設置】
・市役所2階市民活動コーナー・市民ラウンジ、市役所1階ロビー
・市内各地区公民館
・市立図書館
・土浦警察署
【パープルライトアップ】
・ウララ大屋根広場
・JR土浦駅西口ペデストリアンデッキスカイリング、シースルーエレベーター

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択し
た理由

令和４年度実績

内閣府が毎年11/12～11/25に実施する「女性に対する暴力をなくす運動」に賛同し、男女共同
参画センターでのパネル展やリーフレットの掲示、ウララ大屋根広場などでのパープルライト
アップ、さらに土浦市女性団体連絡協議会と連携し、啓発用ティッシュの作成と、市役所や各
地区公民館などでのダブルリボンツリーの装飾・設置を行った。
【つくば国際大学学園祭　特設ブースの設置】
・つくば国際大学文化祭において男女共同参画特設ブースを設置し、「女性に対する暴力をな
くす運動」の啓発活動を実施した。
　実施日：10/23（日）
【ダブルリボンツリーの設置】
・市役所2階市民活動コーナー・市民ラウンジ、市役所1階ロビー
・市内各地区公民館
・市立図書館
・土浦警察署
【パープルライトアップ】
・ウララ大屋根広場
・JR土浦駅西口ペデストリアンデッキスカイリング、シースルーエレベーター

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も同様の取り組みを継続していく。
ダブルリボンツリーの設置個所の拡大なども検討し、さらに広く普及・啓発を行っていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈１〉配偶者等からの暴力の防止と被害者に対する支援

施策 ①暴力の予防と啓発

事業№ 事業名 デートＤＶの理解と防止の啓発

事業概要
若年層に被害者が多いデートＤＶ・ＪＫビジネスについて、正しい理解のための情報提供と、
ＤＶ防止に向けた啓発に努めます。
中・高校生を対象にした出前講座の開催に向けて学校と協議します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

広報つちうら12月中旬号でコラムを掲載したほか、男女共同参画センターにおいて茨城県ダイ
バーシティ推進室で作成した啓発チラシの掲示や配布も行った。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
茨城県で発行している啓発チラシをセンターに設置。
このほか、市内各高校へNPO法人ウィメンズネット「らいず」が県より委託を受け実施してい
る「デートDV出前講座」の案内を行った。

課題
今後の計画
（具体的に）

今後同様の取り組みを継続していく。
県作成のチラシについては、今後講座やイベントなどでも広く配布していく。
中・高生を対象とした出前講座についても方法を模索していく。　

特記事項

事業の進行達成度



82

R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈１〉配偶者等からの暴力の防止と被害者に対する支援

施策 ①暴力の予防と啓発

事業№ 事業名 性暴力・性犯罪防止の啓発

事業概要
性暴力・性犯罪防止のための啓発と、被害者を包括的に支援するワンストップ支援センター等
の相談機関の周知啓発に努めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

男女共同参画センター及び市民ラウンジにて啓発用カードを設置、周知を行っている。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
男女共同参画センター及び市民ラウンジにて啓発用カードを設置、周知を行っている。
また、4月の「若年層の性被害防止月間」に合わせ、男女共同参画センターにおいてパネル展
を実施した。

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も同様の取り組みを継続していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈１〉配偶者等からの暴力の防止と被害者に対する支援

施策 ②被害者の早期発見と保護、自立支援

事業№ 事業名 ＤＶ相談グループ検討会

事業概要
市に寄せられるＤＶなどの相談事例について、行政内部の関係者及び関連機関の意見を交えつ
つ検討を行い、情報の共有化や各部署間の連携を深めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

男女共同参画室２名と男女共同参画室で実施しているフェミニスト相談の相談員、こども包括
支援課、社会福祉協議会の相談担当者によるDV検討会を実施。
日時令和３年１１月２日（火）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
男女共同参画室２名と男女共同参画室で実施しているフェミニスト相談の相談員、こども包括
支援課２名、社会福祉協議会の相談担当者によるグループ検討会を実施。
日時　令和５年３月２０日（月）

課題
今後の計画
（具体的に）

事例検討を行うことで、関係部署間の連携を図り、情報共有の場となっている。今後も継続予
定。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈１〉配偶者等からの暴力の防止と被害者に対する支援

施策 ②被害者の早期発見と保護、自立支援

事業№ 事業名 相談員のスキル向上研修の実施

事業概要
相談員や相談に携わる職員の相談業務に必要な知識やスキル向上を図るための研修を実施しま
す。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

一般相談員を対象に、相談業務に必要な知識やスキル向上を図るため、国立女性教育会館「令
和３年度助成関連施設相談員研修」（オンライン）研修を実施。
・日時：令和３年７月７日（水）
・参加人数：８名
・講師：名古屋第一法律事務所弁護士

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択し
た理由

令和４年度実績

一般相談員を対象に、相談業務に必要な知識やスキル向上を図るため研修を実施。
〇第１回　「児童手当、児童扶養手当等について」
・講師：こども未来部こども政策課　職員
・日時：令和４年４月２８日（木）
・参加人数：５名
〇第２回　ケース検討会
・日時：令和４年１１月１０日（木）
・参加人数：６名
〇第３回　①「男女共同参画の視点に立った女性相談の説明」②「ケース別支援のあり方」
・講師：日本フェミニストカウンセリング学会
・日時：①令和４年１２月７日（水）、　②令和４年１２月２１日（水）
・参加人数：①３名、②６名

課題
今後の計画

（具体的に）
今後も同様の取り組みを継続していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども包括支援課

担当者氏名 鹿島　裕美子

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈１〉配偶者等からの暴力の防止と被害者に対する支援

施策 ②被害者の早期発見と保護、自立支援

事業№ 事業名 ＤＶ相談事業

事業概要 ＤＶに関する相談を受け、必要に応じて関係機関と連携を図り、被害者の自立を支援します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

相談実人数４０人（女性３７人男性３人）
電話による相談８６回
来室による相談３４回
訪問による相談３回
メールによる相談１回

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

相談実人数２９人（女性２９人）
電話による相談３３回
来室による相談１９回
訪問による相談４回

課題
今後の計画
（具体的に）

相談者の状況に合わせて、警察や法律相談、ダイバーシティー推進室等、関係する各機関と連
携して対応していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども包括支援課

担当者氏名 川村　恵美子

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈１〉配偶者等からの暴力の防止と被害者に対する支援

施策 ②被害者の早期発見と保護、自立支援

事業№ 事業名 被害者の一時保護

事業概要
配偶者の暴力から逃れるため、緊急に保護が必要になる被害者を、関係機関と緊密に連携しつ
つ、女性相談センターなどを利用した一時保護を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

配偶者等からの暴力から逃れ、安全を確保するために、関係機関と連携し、一時保護を行う体
制を整えている。
令和３年度利用者：０件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
一時保護利用者２人（単身女性、母親と小学生姉弟）
避難者への電話・訪問　　１５回
避難者の自立支援連絡調整８２回

課題
今後の計画
（具体的に）

緊急避難を申し出た支援対象者の避難及び自立支援について、適切に対応していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 長瀬　健郎

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 人権施策推進基本計画の推進

事業概要
人権尊重社会の実現を目指すため、各分野別計画の人権に関する施策の基本的方向を示し、人
権施策の総合的な推進を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・人権教室の開催：市内小学校１校、中学校１校。
・階層別職員人権研修
・人権週間中の啓発ブースの設置
・関係機関からの啓発依頼への対応（チラシ、ポスター掲示、研修会への参加等）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

・人権教室の開催（市内小学校13校。対面開催10校、録画開催１校、オンライン開催２校）
・階層別職員人権研修
・管理職職員人権研修
・人権週間に合わせた人権啓発コーナーの設置
・関係機関からの啓発依頼への対応（チラシ、ポスター掲示、研修会への参加等）

課題
今後の計画
（具体的に）

引き続き、各分野における教育・啓発を実施することで、人権尊重の意識の醸成を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 長瀬　健郎

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 生活相談所

事業概要
地域住民の生活相談及び人権相談に対する助言・指導を行い、必要に応じて関係機関と連携を
図り相談者の支援をします。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・相談件数：１９９件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 ・相談件数187件

課題
今後の計画
（具体的に）

社会状況の変化により悩みや問題が複雑化するなか、相談者に対し、傾聴や助言をするなどし
て、問題解決の一助となれるよう、引き続き事業を継続する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 長瀬　健郎

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 特設人権相談所

事業概要 人権擁護委員が人権などの相談を受け、アドバイスをします。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
・6月予定の前期は新型コロナウィルス感染症拡大の影響により中止。
・後期は令和４年１２月８日（木）に都和公民館にて開催。相談件数２件。

課題
今後の計画
（具体的に）

人権問題をはじめとした相談者への適切な対応のほか、人権擁護委員の各種活動についてもひ
ろく市民に対して周知を行っていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人事課

担当者氏名 岩本　裕志

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 市職員のハラスメント防止の取組

事業概要
すべての職員が働きやすい職場にするため、ハラスメント防止に関するガイドラインを推進し
ます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

ハラスメント防止に関する指針について、職員が自由に閲覧できる電子書庫に登録している

監督職員１部研修として、ハラスメント防止研修を実施
（6/18）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
ハラスメント防止に関する指針について、職員が自由に閲覧できる電子書庫に登録している

監督職員１部研修として、ハラスメント防止研修を実施（6/24）

課題
今後の計画
（具体的に）

引き続きハラスメント防止に関する指針を周知し、職員研修を実施する。

特記事項

事業の進行達成度



91

R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 問題解決のための相談事業

事業概要
離婚、ＤＶ、セクシュアル・ハラスメント、子育てなどの女性の生き方、処し方に関し、女性
の人権の尊重を第一に考えた相談を行い、悩みの自発的解決を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・フェミニスト相談の実施
毎週火曜日及び毎月第２土曜日
令和３年度相談件数：７６件
・一般相談の実施
毎月第２・４金曜日
令和３年度相談件数：1件

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

・フェミニスト相談の実施
毎週火曜日及び毎月第２土曜日
令和４年度相談件数：５７件
・一般相談の実施
毎月第２・４金曜日
令和４年度相談件数：１２件

課題
今後の計画
（具体的に）

件数が減少傾向にあるため、さらなる周知や、開催方法の工夫などを検討していきたい。

特記事項

　フェミニスト相談・一般相談を合計した件数は昨年度と比較して減少傾向にある。
　令和４年９月より実施している「女性のための寄り添い支援事業」において、対面相談に加
えてメール・SNS・電話といった非対面の相談窓口を、１０時～１６時（非対面の相談は夜２
０時まで）開設しているため、こちらの事業の相談件数に影響を及ぼしていると考えられる。

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 生活安全課

担当者氏名 小松　志帆

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 防犯活動の推進（防犯教室・講座・診断）

事業概要
女性が被害者となりやすい、わいせつ・ひったくり事案等の予防のための防犯教室・講座・診
断を開催します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

左記内容に該当する防犯教室等は申込なし
※防犯教室については７回実施

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
事業概要に該当する内容の防犯教室は申込なし
※防犯教室については6回実施

課題
今後の計画
（具体的に）

防犯教室・講座・診断の内容の充実を図っていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 消費生活センター

担当者氏名 塚原　基帰

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 若年層対象の消費生活講座

事業概要
インターネットトラブルに巻き込まれがちである若年層を対象に、被害の未然防止を目的とし
た啓発事業を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・中学２年生を対象に啓発資料を配布
・新成人を対象に、啓発資料を配布

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

若年者の消費者教育用啓発リーフレット作成、配布
・市内全中学校へ配布（中学２年生用1,500部）
・市内新成人の誕生月に郵送（1,500部）
・4月1日成年年齢引下げにより新成人（令和４年度に19歳、20歳）となる市民（約2,600人）
に啓発リーフレットの郵送

課題
今後の計画
（具体的に）

予算の確保

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 障害福祉課

担当者氏名 谷口　友明

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 障害者虐待の防止

事業概要
「土浦市障害者虐待防止センター」を設置し、24時間体制で障害者の虐待に関わる通報の受
理、虐待をうけた障害者の保護や相談及び助言、障害者虐待防止の普及啓発を行い、虐待の防
止に努めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

土浦市虐待通報受付20件
虐待認定5件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
土浦市虐待通報受付28件
虐待認定5件

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も、関係機関と連携し、虐待防止体制の充実を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 高齢福祉課

担当者氏名 清水　祥子

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 高齢者虐待の防止

事業概要
高齢者（65歳以上）に対して、身体的虐待、介護、世話の放棄・放任（ネグレクト）、心理的
虐待、性的虐待、経済的虐待及びセルフネグレクト（自己放任）があった場合に高齢者虐待防
止法に基づき、高齢者虐待の防止、高齢者虐待を受けた人に対する適切な支援を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

相談があったケースについては、市と地域包括支援センター及び在宅支援センター等の関係機
関が連携し、必要に応じてケース検討会議を開くなどして必要な支援につなげることができ
た。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
令和４年度の虐待及び権利擁護に関する相談件数は７５８件でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
認知症や高齢者虐待、成年後見制度に関することについて、市民や警察等関係機関からの通報
や相談を随時受付し対応しました。

課題
今後の計画
（具体的に）

高齢化の進展等により、虐待等に関する相談は、今後も高い水準で推移することが見込まれま
す。高齢者に対する虐待の早期発見や防止、悪質な消費者被害の防止、成年後見制度の利用
等、高齢者の権利擁護のために必要な周知啓発に努め、支援を行っていきます。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 高齢福祉課

担当者氏名 河合　敦子

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 高齢者緊急短期入所事業

事業概要
養護者による虐待を受けていたり、基本的生活習慣等の指導や調整が必要である高齢者等を短
期入所生活介護施設に一時的に宿泊させ、生命及び身体の安全を確保し、高齢者の権利利益の
擁護を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

介護認定を受けて、介護サービスに繋がるケース（施設入所等）が多く、令和３年度について
は、本事業の利用者はいない。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
介護認定を受けて、介護サービスに繋がるケース（施設入所等）が多く、令和4年度について
は、本事業の利用者はいない。

課題
今後の計画
（具体的に）

要介護認定等を受けていないなど生活管理指導が必要と判断した高齢者に対して、より円滑な
対応ができるようにする。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども包括支援課

担当者氏名 川村　恵美子

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 児童虐待の防止

事業概要
児童に関する様々な相談に応じています。養育支援の必要な児童等の保護や支援を適切に行う
ため、関係機関が協議する要保護児童対策協議会を運営します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

令和３年度要保護児童対策地域協議会
代表者会議１回
実務者会議３回
個別支援会議１０回

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

令和４年度要保護児童対策地域協議会
代表者会議１回
実務者会議３回
個別支援会議２０回

課題
今後の計画
（具体的に）

支援対象児童等の早期発見や適切な支援のために、関係機関が情報を共有し、連携し対応でき
た。個別支援会議では、特に年度末の開催が増加している。今後も要対協の仕組みを活用して
関係機関と連携し、役割分担しながら支援対象児童等の支援を継続する。

特記事項

事業の進行達成度



98

R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 生涯学習課

担当者氏名 萩谷　怜史

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈２〉あらゆる人権侵害の根絶

施策 ①様々な人権侵害の防止と被害者の支援

事業№ 事業名 社会環境浄化のための活動の充実

事業概要 青少年の健全育成のため、有害社会環境の浄化活動を推進します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・青少年相談員１０４人を中心として、次の活動を実施
・「青少年の健全育成に協力する店」登録の協力依頼
・有害図書の回収（白ポスト５ヶ所設置）

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
・青少年相談員９６人を中心として、次の活動を実施
・「青少年の健全育成に協力する店」登録の協力依頼
・有害図書の回収（白ポスト５ヶ所設置）

課題
今後の計画
（具体的に）

引き続き活動を継続していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 防災危機管理課

担当者氏名 村田　和雄

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈３〉防災における男女共同参画の実現

施策 ①防災・災害発生時の対応への女性の意見の反映

事業№ 事業名
防災における女性参画の啓発・促進

事業概要
地域における防災・復興活動を「共助」の観点から支える自主防災組織への女性加入を促し、
防災における女性参画の啓発・促進を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・防災会議は、委員４６名のうち９名の女性委員の参画により、防災上の女性視点での意見を
踏まえ、土浦市地域防災計画の修正等を行った。

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
防災会議では、委員４５名のうち１０名の女性委員の参画により、防災上の女性視点での意見
を踏まえ、土浦市地域防災計画の修正等を行った。

課題
今後の計画
（具体的に）

引き続き、土浦市防災会議委員や自主防災組織への女性加入者数の増加に取り組むとともに、
女性視点での防災意識の啓発や防災対策への反映を進めていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 防災危機管理課

担当者氏名 村田　和雄

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈３〉防災における男女共同参画の実現

施策 ①防災・災害発生時の対応への女性の意見の反映

事業№ 事業名 防災訓練や救命講習会への女性参画の促進

事業概要
防災訓練や救命講習の開催により、地域の防災強化と救命率を高めるための自主救護能力の向
上を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

防災訓練、防災講演会、救命講習会は、コロナウイルス感染予防のため中止

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 防災訓練をR4.10.22に、防災講演会をR5.2.26にそれぞれ開催。

課題
今後の計画
（具体的に）

引き続き防災訓練、防災講演会、救命講習会への積極的な参画を促すとともに、女性視点を取
り入れた訓練や講演会等も実施していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 消防本部警防救急課

担当者氏名 井上　忠宏

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈３〉防災における男女共同参画の実現

施策 ①防災・災害発生時の対応への女性の意見の反映

事業№ 事業名 防災訓練や救命講習会への女性参画の促進

事業概要
防災訓練や救命講習の開催により、地域の防災強化と救命率を高めるための自主救護能力の
向上を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内

容）

まん延防止等重点措置が適用された期間は開催できず。今年度の実績にあっては、
・入門コース１１回５８１人
・基礎救命講習９回１０８人
・普通救命講習Ⅰ３０回６５０人
・普通救命講習Ⅱ４回３８人
・普通救命講習Ⅲ８回７３人
合計６２回の開催、１，４５０人の方々が受講しました。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択し
た理由

令和４年度実績

感染防止に留意し、通年で講習会を開催し、応急手当の普及啓発を実施した。
令和４年度実績
入門コース 　　　12回　867名
基礎救命講習　　 19回　465名
普通救命講習Ⅰ　 46回 1052名
普通救命講習Ⅱ    6回　 71名
普通救命講習Ⅲ　 13回　144名
上級救命講習　　　2回　 53名
その他　　　　　　1回　　1名
合計　99回、2653名

課題
今後の計画

（具体的に）

救命講習会には、女性も多く参加している。今後は、講習内で受講者の方から頂ける女性な
らではの意見を参考に、市施設に配置している応急手当資器材の整備に繋げていきたい。

特記事項

事業の進行達成
度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 消防本部総務課

担当者氏名 草間　祐一

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈３〉防災における男女共同参画の実現

施策 ①防災・災害発生時の対応への女性の意見の反映

事業№ 事業名 女性消防吏員の採用

事業概要 女性消防吏員を継続的に採用するとともに、女性が働きやすい職場環境づくりに努めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

平成２８年に新消防庁舎へ移転し、プライバシー等を配慮し働き易い職場環境を整備。
また、ハラスメントを防止するためフロー図を作成し、毎年各職員へ周知。
女性消防吏員の増員を図る為就職説明会等へ積極的に職員を派遣。また、コロナ禍においてＷ
ＥＢでの就職説明会へも参加し、採用試験受験を促した。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

4月9日　　公安職就職説明会　22名
11月19日　公安職就職説明会　 3名
1月19日　 帝京大学就職説明会 WEB開催のため参加者数不明
2月13日　 公安職就職説明会　 4名
2月16日　 茨城大学就職説明会 WEB開催のため参加者数不明

課題
今後の計画
（具体的に）

現時点でも就職説明会において積極的な女性職員の起用を実施しているが、今後も更なるもの
とし、女性消防吏員の採用増加に努めたい。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 人権推進課

担当者氏名 海老原

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 生涯を通じた女性の健康支援

事業概要
女性の人権尊重と母体保護の視点から、性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ）の重要性を認識するための広報活動や情報提供など普及・啓発に努めます。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

男女共同参画センター内ロビーに資料提示を行い、啓発に努めた。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
男女共同参画センター内ロビーに資料提示を行い、HPにも掲載し啓発に努めた。
また、11/16～11/30に市民活動コーナー啓発パネル展を実施した。

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も同様の取り組みを実施していく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 障害福祉課

担当者氏名 村野　健人

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 こころの相談

事業概要 こころの病気で悩んでいる人及びその家族の相談・助言を行い、地域生活を支援します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

実施件数１３件

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績 実施件数21件

課題
今後の計画
（具体的に）

今後も、関係機関と連携し、相談支援体制の充実を図る。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 高齢福祉課

担当者氏名 青木　由有子

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 介護予防事業

事業概要

主に要支援・要介護状態となるおそれがある高齢者に介護予防に資するサービスを提供しま
す。介護予防・生活支援サービス事業や介護予防の啓発事業、地域での介護予防活動への支援
事業などを通じて、誰もが身近な地域で介護予防に取り組めるよう努め、高齢者の健康づくり
を推進します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

令和３年度は、約４か月間（４、５、８、９月）を除いて、啓発講座等対面での介護予防活動
支援を実施した。講座の開催が難しい時期においても、メディアの活用やチラシの郵送等によ
り、介護予防に関する情報発信を行った。
啓発講座実施回数56回
参加延人数622人
出前講座実施回数28回
参加延人数351人
メディアの活用・チラシの郵送計46回

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

令和4年度は年間を通し、講座の開催、メディアの活用・チラシの郵送を行い、高齢者の健康
づくりを図った。
啓発講座実施回数89回
参加延人数1301人
出前講座実施回数54回
参加延人数990人
メディアの活用・チラシの郵送計57回

課題
今後の計画

（具体的に）

広く介護予防に取り組む機会を提供するため、商業施設での講座の開催や、他事業と連携し事
業の周知を行う等、効率的な啓発手段を検討する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 国保年金課

担当者氏名 髙橋　三千代

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 各種健康診査・生活習慣病・ライフサイクル対策などの推進

事業概要
疾病の早期発見・早期治療のために、各種健康診査・がん検診を実施します。あわせて、生活
習慣病の予防のために健康教育・健康相談を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

a特定健康診査（国保）
bがん検診等（国保）
c人間ドック（国保）
d脳ドック（国保）
e後期高齢者健康診査

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択し
た理由

令和４年度実績

特定健康診査（国保）6,142件
がん検診等（国保）　7,875件
人間ドック（国保）　1,755件
脳ドック（国保）　　　230件　
後期高齢者健康診査　人間ドック　　730件
　　　　　　　　　　集団健診　　1,289件
　　　　　　　　　　個別健診　　1,782件
国保の特定健康診査受診券・ドック補助の申請についてLoGoフォームによる電子申請を年度途
中から導入し市民の利便性が向上した。

課題
今後の計画

（具体的に）
受診率向上のため、個人の特性に合わせた受診勧奨を検討

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 健康増進課

担当者氏名 小倉　千歳

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 各種健康診査・生活習慣病・ライフサイクル対策などの推進

事業概要
疾病の早期発見・早期治療のために、各種健康診査・がん検診を実施します。あわせて、生活
習慣病の予防のために健康教育・健康相談を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

・さわやか健康診査
・胃がん検診
・大腸がん検診
・胸部検診
・腹部超音波健診
・胃がんリスク検査
・市民による市民のための
健康減量教室

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択し
た理由

令和４年度実績

・さわやか健康診査　実施日数３６５日（内集団検診　２３日）　受診者数　医療機関　３２
１人　　集団　１３３人
・胃がん検診　実施人数３６５日（内集団検診　２３日）受診者数　医療機関　９８９人　集
団１４３６人
・大腸がん検診　実施日数３６５日（内集団検診　７０日）受診者数　医療機関　２１２８人　
集団　３４１６人
・胸部（肺がん）検診　実施日数３６５日（内集団検診　２３日）　受診者数　医療機関４３
２３人　集団３１７７人
・腹部超音波検診　実施日数２６日　受診者数　集団２３２０人
・胃がんリスク検査　実施日数３６５日　受診者数　医療機関
・市民による市民のための減量教室　実施回数１１回　申込者８名（修了者４名）

課題
今後の計画
（具体的に）

「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業」（国補助事業）を活用して、個別の受診
勧奨・再勧奨を実施し、がん検診受診率向上とがんの早期発見を目指す。引き続き、感染症予
防に注意喚起を図りながら、受診勧奨していく。
市民による市民のための健康減量教室は，昨年度は中止となったが、今年度は参加者は少な
かったが開催することが出来た。今後も状況に応じてリーダーの活動支援を行っていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 健康増進課

担当者氏名 小倉　千歳

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 子宮頸がん・乳がん・前立腺がん検診

事業概要 子宮頸がん・乳がん・前立腺がんの早期発見・早期治療を目的に検診を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

子宮頸がん検診
乳がん検診(自己検診の啓発を含む）
前立腺がん検診

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択し
た理由

令和４年度実績

・子宮頚がん検診　実施日数３６５日（内集団検診　２１日）受診者数　医療機関２５９０人　
集団１５５７人
・乳がん検診（超音波）実施日数３６５日（内集団検診　２１日）　受診者数　医療機関２６
０２人　集団９０４人
・乳がん検診（マンモ１方向）実施日数３６５日（内集団検診　２１日）受診者数　医療機関
８８９人　集団６９５人
・乳がん検診（マンモ２方向）実施日数３６５日（内集団検診　２１日）受診者数　医療機関
３７９人　集団２５４人
・ブレストアウェアネス啓発の資材配布　リーフレット３，７７８部　自己検診シート８２３
枚
・前立腺がん検診　実施日数３６５日（内集団検診　２３日）受診者数　医療機関１４７７人　
集団　１１４９人

課題
今後の計画
（具体的に）

「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業」（国補助事業）を活用して、個別に受診
勧奨・再勧奨を実施し、がん検診受診率向上とがんの早期発見を目指す。また、「茨城県がん
予防・検診促進事業」（県補助金）を活用し、乳がん早期発見の一環として、ブレストアウェ
アネスの啓発（自己検診の推奨を含む）のためにリーフレットや自己検診シートの配布を実施
している。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 健康増進課

担当者氏名 秋森　美咲

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 骨粗鬆症検診

事業概要
高齢者の骨折やその原因となる骨粗鬆症を防ぐため、要注意者を早期に発見し、運動や食生活
の改善を図ることを目的に骨密度の検診及び指導を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

子育て支援センター・児童館6回41人
子育てママ骨密度ｃｈｅｃｋ12回164人
集団骨粗鬆症検診9回586人
合計27回791人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

子育て支援センター4回30人
子育てママ骨密度ｃｈｅｃｋ12回324人
集団骨粗鬆症検診6回524人
合計22回878人

課題
今後の計画
（具体的に）

R2年度より支援センターで実施しているが、会場により実施人数が偏っているため、今後実施
会場・回数を検討したい。
R5年度中に新規で支援センターふくろう（新生めぐみ保育園内）が開設予定のため、今後R6年
度の実施希望を確認したい。

特記事項 コロナウイルスの影響でR3年４～９月は子育てママ骨密度ｃｈｅｃｋを中止していた。

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 健康増進課

担当者氏名 阿部　申幸

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 運動普及推進員の育成

事業概要
市民の健康づくりに寄与するため、運動普及推進員養成講習会を開催し、推進員の養成を図り
ます。また、市内各地域における運動普及推進活動を効果的に実施するため、運動普及推進員
連絡協議会に対して支援を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

運動普及推進員数105名
運動普及推進員養成講習会4名

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
運動普及推進員数　101名
運動普及推進員養成講習会　9名

課題
今後の計画
（具体的に）

運動普及推進員100名で、市内各地域における運動普及推進活動を継続して実施している。
令和5年度は、運動普及推進員養成講習会を全5コース、定員20名で実施予定。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 健康増進課

担当者氏名 東郷　彩乃

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 食生活改善推進員の育成

事業概要
市民の健康づくりの推進に寄与するため、食生活改善推進員養成講習会を開催し、推進員の養
成を図ります。また、市内各地域における食生活改善推進活動を効果的に実施するため、食生
活改善推進員協議会に対して支援を行います。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

食生活改善推進員数122名
食生活改善推進員養成講習会は2年に1回実施。
令和３年度は、令和２年度新型コロナウイルス感染症感染防止のため令和3年度に見送った分
で、実施。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
食生活改善推進員数119名
食生活改善推進員養成講習会受講者10名。

課題
今後の計画
（具体的に）

推進員の退会者も毎年出ている。養成講習会を継続し推進員の確保が必要である。
例年、2年に1回の開催だったが、今年度から、より多くの推進員を確保するために、毎年開催
にしていく。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 こども包括支援課

担当者氏名 野平　理子

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 マタニティ教室

事業概要
妊婦に対し妊娠・出産・育児に関する正しい知識の普及を図り、妊婦の健康の保持、増進に努
めるために、妊婦や夫などの家族を対象に健康教育を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

実施日：毎月第1火曜日
会場：保健センター
内容：講話・実習
従事者：保健師・助産師
実施回数：集団クラス12回
個別クラス12回
参加者延人数：213人

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

実施日：毎月第1火曜日
会場：保健センター
内容：講話・実習
従事者：保健師・助産師
実施回数：集団クラス12回　個別クラス：12回
参加者延人数：268人

課題
今後の計画
（具体的に）

令和4年度は、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、集団クラスと個別クラスに分け、人
数を制限して実施した。今年度も感染症対策をとりながら、元の実施方法に戻し、集団クラス
のみの実施で、参加人数と内容を充実させていく。また、多胎児交流会や父親の産後育休制度
など、妊娠期から孤立した育児を予防できるよう周知する。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 生涯学習課

担当者氏名 萩谷　怜史

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 健康づくり・体力づくりに関する各種運動講座

事業概要 健康な心身の維持について学ぶ健康づくり、体力づくり講座を実施します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

〇前期講座
伝統ヨガと呼吸法A・B
回数８回延べ参加人数１０５人
ボディシェイプ＆ストレッチ
回数４回延べ参加人数３５人
〇後期講座
伝統ヨガと呼吸法A・B
回数１２回延べ参加人数１４７人
ボディシェイプ＆ストレッチ
回数４回延べ参加人数１９人

2　計画どおりに進行しているが、見直す点もある。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績

〇前期講座　・伝統ヨガと呼吸法A・B　回数４回延べ参加人数９８人
　　　　　　・ボディシェイプ＆ストレッチ　回数６回延べ参加人数７７人
〇後期講座　・伝統ヨガと呼吸法A・B　回数７回延べ参加人数１７９人
　　　　　　・ボディシェイプ＆ストレッチ　回数６回延べ参加人数４０人

課題
今後の計画
（具体的に）

新型コロナウイルス感染症の影響で、回数を減らして実施したため、参加人数も減少となっ
た。
コロナ解除後は、本来の回数である１０回に戻し受講者の満足度を高めてまいりたい。また、
老若男女問わず参加できる、運動強度を下げた軽運動系の講座を企画実施してまいりたい。

特記事項
令和５年度　運動系開催予定講座
〇前期講座　ヨーガと呼吸法、英語発音体操
〇後期講座　企画調整中

事業の進行達成度
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R3 未実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 スポーツ振興課

担当者氏名 塩畑　智士

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 かすみがうらマラソン兼国際ブラインドマラソン

事業概要

「甦れ　霞ヶ浦　水はスポーツの源」「体験する福祉・ノーマライゼーションの実践」をテー
マに、男女共同参画の促進と男女の体力向上を図ることを目的とした大会を開催します。霞ヶ
浦の浄化運動を行い、視覚障害者ランナーが健常者と同じコースを一緒に走るなど、福祉の充
実及び環境保全の啓発を図ります。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

新型コロナウイルス感染症が収束せず、４月18日に開催を予定していた第３１回大会は開催中
止を余儀なくされた。令和４年度開催の３２回大会の開催にむけ、十分な感染症対策の調査・
研究を行い、安心安全な大会運営を図る。

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
第33回大会
開催期日：令和5年4月16日（日）
参加者数：11,971人

課題
今後の計画
（具体的に）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、第30回・第31回大会は中止となった。第32回、
第33回大会はエントリー定員を削減し、規模縮小をして開催したが、定員割れの状況が続いて
いるため、今後の大会については大会の魅力向上や広報の徹底により、参加者の増加を目指
す。

特記事項

事業の進行達成度
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R3 実施 R4 実施 R5 R6 R7

第４次土浦市男女共同参画推進計画　事業進捗状況調査票

所 属 スポーツ振興課

担当者氏名 伊藤　優佑

基本目標 【３】安心・安全の実現に向かって

施策の方向 〈４〉心と体の保護

施策 ①生涯を通じた健康保持増進の支援

事業№ 事業名 生涯スポーツの推進

事業概要
子どもから高齢者までの誰もが、いつでも、どこでも、自分の好みや能力に合わせて、気軽に
楽しむ「生涯スポーツ」への関心が高まっていることから、生涯スポーツの目的にあった、よ
り親しみやすく爽快感を味わえる「ニュースポーツ」を推進します。

実施状況

事業実施状況
（前回回答内容）

市スポーツ推進委員協議会と協力して、令和３年５月８日に中央研修会を開催。
老若男女が楽しめる競技「ボッチャ」について実技研修を行った。【研修参加者数42名】

1　計画どおりに継続して進んでいる。

「その他」を選択した
理由

令和４年度実績
市スポーツ推進委員協議会と協力して、令和４年５月８日に中央研修会を開催。老若男女が楽
しめる競技「モルック」について実技研修を行った。【研修参加者数46名】

課題
今後の計画
（具体的に）

例年、土浦市スポーツ推進委員協議会主催の中央研修会において、様々なニュースポーツが取
り上げられており、市のスポーツ推進委員が参加して知識を深めている。引き続き、今後もよ
り大勢のスポーツ推進委員に参加してもらえるよう積極的に参加を呼びかけてゆく。

特記事項

事業の進行達成度


